
第26回 厚生科学審議会疾病対策部会臓器移植委員会

議事次第

日時 :平成 21年 9月 15日 (火 )

15:00～ 17:00
場所 :厚生労働省省議室

1.開 会

2.議 事

(1)臓器移植法に基づく移植の状況について
(2)臓器移植法の改正について
(3)改正法の施行に向けた検討の進め方について
(4)その他

3.閉 会

〈配布資料〉                    l
資料1-1 臓器移植の実施状況
資料1-2 臓器移植に関する普及啓発の状況
資料2-1 臓器移植法の改正について
資料2-2 臓器の移植に関する法律の二部を改正する法律の概要
資料2-3 臓器の移植に関する法律 (現行法)と改正法 比較表
資料3  改正法の施行に向けた検討課題及び体制について(案 )

参考資料1 臓器の移植に関する法律 (現行)
参考資料2 臓器の移植に関する法律施行規則 (現行)
参考資料3 臓器の移植に関する法律の運用に関する指針 (ガイドライン)(現行)
参考資料4 臓器の移植に関する法律の一部を改正する法律 (新旧対照表)
参考資料5 国会における主な質疑について
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臓器移植の実施状況

①臓器移植法の施行後の実施状況
(平成9年 10月 16日から、平成21年 3月 31日 まで)

脳死判定事例   …・82例
うち、臓器提供事例 口…81例 (注 )

(注)第 8例 目については、法的脳死判定が行われ法的に脳死と判定されたが、医
学的理由により、臓器の摘出が行われなかったため、臓器提供者数には含ま
れていない。

(注1)数字は、平成20年度の実績。ただし括弧内は、平成9年lo月 16日 (臓器移
植法施行の日)から平成21年 3月 31日 まで(眼球 (角膜)については平成21
年3月 31日まで)の,累計。

(注2)移植待機患者数は平成21年 3月 31日 (眼球 (角膜)については平成21年 3
月31日 )現在数。

※1心臓及び肺の移植実施件数のうち、心肺同時移植は累計で1件 (平成20年度
(脳死下のみ))。

※2膵臓及び腎臓の移植実施件数のうち、膵腎同時移植は平成20年度で10件
(脳死下のみ)、 累計で47件 (うち脳死下は45件 )。   1

臓器提供者数 (注 1)

|うち脳死下

移植実施件数 (注 1)

|うち脳死下

待機患者数
(注 2)

心臓
14名

(65名 )

14名

(65名 )

14件

(65イ牛)

14件

※¬(65イ牛)
128名

月1打
14名

(51名 )

14名

(51名 )

19件

(59イ牛)

19件

※1(59イ牛)
111名

肝臓
15名

(59名 )

15名

(59名 )

15件

(63イ牛)

15件

(63イ牛)
239名

腎臓
123名

(1,041名 )

15名

(73名 )

229イ牛

(1,914イ牛)

※2 30イ牛

(143イ牛)
11:940名

膵臓
14名

(59名 )

14名

(57名 )

14件

(59イ牛)

※2 14イ牛

(57f牛 )
160名

小腸
1名

(4名 )

1名

(4名 )

1件

(4件 )

1件

(4件 )
1名

眼球 (角膜 )
1,010名

(10,944名 )

8名

(29名 )

1,634イ牛

(17,762イ牛)

15件

(57イ牛)
2,769名
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資料 1-2

臓器移植に関する普及啓発の状況

1 臓器提供意思表示カー ド等の配布状況

○ 臓器提供意思表示カー ド

約 1億 2,069万 枚を配布 (1997年 10月 16日 ～2009年 3月 末)

○ 臓器提供意思表示シール

約 3, 930万 枚を配布 (1999年 1月 ～2009年 3月 末 )

2 被保険者証の余白の使用について

○ 平成 15年より、被保険者証の余白を、各保険者の判断により、臓器提供の意

思表示の記入欄とする等、適宜使用して差し支えないこととされた。

3 臓器移植に関する教育用普及啓発バンフレットについて

○ 平成 16年度より、移植医療に関する認識と理解を深めるために、中学校 3年

生向けのパンフレットを作成 し、全国の中学校等に送付している。

4 公共広告機構 (AC)を活用した普及啓発について

○ 平成 17年度より、公共広告機構 (AC)の協力を得て臓器移植に関するCM

やポスター掲示などを行つている。

5 臓器提供意思登録システムについて           ,

○ 平成 19年 3月 より、臓器移植意思登録システムが稼働し、インターネット上

で意思登録が可能となつた。

-2-



資料 2-1

平成 4年

平成 9年

臓器移植法の改正について

1月  臨時脳死及び臓器移植調査会答申

6月  臓器の移植に関する法律 (現行法)成立
※ 法施行後 3年を目処として制度全般についての検討を行うこと
とする規定が置かれている。               ヽ

10月  同法施行

※ 施行からこれまでの間 (平成 21年 6月現在)、 脳死下での臓器提供は 81件と少なく、
また、15歳未満の者からの臓器提供が認められていない。

平成 17年  8月  与党有志議員により、臓器移植法改正案 (A案、 B案〉衆議院に
提出 (平成 18年 3月 再提出 )

平成19年  12月 野党右志議員により、臓器移植法改正案 (C案 )衆議院に提出

※ 平成 20年 5月 に国際移植学会が死体 ドナーを自国で増やし、自国での臓器移植を増や
すことを呼びかけること等を内容とする宣言 (イ スタンブール宣言)をまとめる:

※ WHpも 平成 21年 5月の総会で指針を改正し、臓器売買や渡航移植 (移植ヅーリズム)
への対応について議論を行う予定であつた。 (新型インフルエンザの影響により平成 22

年 5月 以降に延期)

平成 21年   5月  与野党有志議員により、臓器移植法改正案 (D案)衆議院に提出
6月  衆議院厚生労働委員会での審議 (2回 )を経て、衆議院本会議に
中間報告及び討論

衆議院本会議において、採決が実施され、A案が可決 (18日 )

野党有志議員により、新たな改正案が参議院に提出

7月  与野党有志議員によりt修正A案が参議院に提出

参議院厚生労働委員会での審議 (2回 )を経て、参議院本会議に
中間報告及び討論

参議院本会議において、採決が実施され、A案が可決 口成立
(13日 )

公布 (17日 )

*(施行期日)

公布の日から起算して 1年を経過した日 (平成 22年 7月 17日 )か ら施行。ただし、親族へめ優

先提供の意思表示に係る部分については、公布の日から起算して6月 を経過した日 (平成 22年 1月

17日 )から施行。
-1-



資料 2-2

臓器の移植に関する法律の一部を改正する法律 (平成21年法律第83号)の概要

1 臓器摘出の要件の改正                     ノ

移植術に使用するために臓器を摘出することができる場合を次の①又は②のい

ずれかの場合とする。

① 本人の書面による臓器提供の意思表示があった場合であって、遺族がこれを
拒まないとき又は遺族がないとき (現行法での要件)。

② 本人の臓器提供の意思が不明の場合であって、遺族がこれを書面により承諾
するとき。

2 臓器摘出に係る脳死判定の要件の改コ
移植に係る脳死判定を行うことができる場合を次の①又は②のいずれかの場合

とする。

① 本人が
A 書面により臓器提供の意思表示をし、かつ、
B 脳死判定の拒否の意思表示をしている場合以外の場合
であつて、家族が脳死判定を拒まないとき又は家族がないとき。

② 本人について
A 臓器提供の意思が不明であり、かつ、
B 脳死判定の拒否の意思表示をしている場合以外の場合
であって、家族が脳死判定を行うことを書面により承諾するとき。

3 親族への優先提供
臓器提供の意思表示に併せて、書面により親族への臓器の優先提供の意思を表

小することができることとする。

4 普及・啓発
国及び地方公共団体は、移植術に使用されるための臓器を死亡した後に提供す

る意思の有無を運転免許証及び医療保険の被保険者証等に記載することができる

こととする等、移植医療に関する啓発及び知識の普及に必要な施策を講ずるもの

とする。

5 検討
政府は、虐待を受けた児童が死亡した場合に当該児童から臓器が提供されるこ

とのないよう、移植医療に従事する者が児童に対し虐待が行われた疑いがあるか

どうかを確認し、及びその疑いがある場合に適切に対応するための方策に関し検

討を加え、その結果に基づいて必要な措置を講ずるものとする。
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資料 2-3

臓器の移植に関する法律 (現行法)と 改正法 比較表

ｌ
ω
ｌ

現行法 改正法 施行日

親族に対する優先提供

○当面見合わせる (ガイドライン) ○臓器の優先提供を認める

平成 22年 1月 17日

脳死判定・

臓器摘出の要件

○本人の生前の書面による意思表示があり、

家族が拒否 しない又は家族がいないこと

○本人の生前の書面による意思表示があり、

家族が拒否 しない又は家族がいないこと

(現行法と同じ)

又は

○本人の意思が不明 (拒否の意思表示をして

いない場合)で あり、家族の書面による承

諾があること

平成 22年 7月 17日
小児の取扱い

015歳以上の者の意思表示を有効とする

(ガイドライン)

〇年齢に関わりなし

被虐待児への対応 (規定なし)
○虐待を受けて死亡 した児童から臓器が提

供されることのないよう適切に対応

普及・啓発活動等 (規定な し)
○運転免許証等への意思表示の記載を可能

にする等の施策



改正法の施行に向けた検討課題及び検討体制について (案 )

平成 21年 9月 15日
疾病対策課 臓器移植対策室

1.検討課

I.親族への優先提供に関する課題

1 親族の範囲について

2 親族への優先提供意思の取扱いについて

3 あっせん手続きについて

Ⅱ.小児からの臓器提供に関する課題

1 小児の脳死判定基準等について

2 被虐待児の取扱いについて

3 15歳未満の者による拒否の意思表示について

Ⅲ.本人が意思表示 していない場合における臓器提供に関する課題

1 意思表示 していないことの確認について

2 有効な意思表示ができない者の取扱いについて

Ⅳ.普及啓発等に関する課題

1 臓器提供意思表示カー ドについて

2 意思表示登録システムについて

3 普及啓発の対象者と啓発方法について

4 普及啓発の内容について

V.その他

1 ドナー適応基準及びレシピエン ト選択基準の見直しについて

2 臓器移植に係る体制整備について 等

-1-



2.検討体 (別紙参照 )

○ これまで、臓器移植法の施行に必要な事項は、以下の体制で検討を実施。

① 重要事項に関しては、厚生労働省 (事務局)からの諮問等に応じ、厚生科学
審議会疾病対策部会臓器移植委員会で審議

② ①の審議に当たりt専門的な観点からの検討が必要な事項については、事務
局において「作業班」の意見を聴きつつ検討課題等を作成

③ また、医学的な知見の収集等が必要な事項には、厚生労働科学研究も活用

○ 改正法の施行に向けた検討についても、親族への優先提供、小児からの臓器提
供、児童虐待の確認等、専門的な検討が必要となるためt上記の体制で検討を行

うこととしてはどうか。

3.改正法の施行に向けたスケジュー

施行期日は公布の日から起算して 1年を経過した日 (平成 22年 7月 17日 )である
が、親族優先提供に係る部分についてはt公布の日から起算して 6月 を経過した日 (平

成 22年 1月 17日 )である。
こ
｀
のため、当面は親族優先提供に係る事項について、作業班からの報告等を踏まえ

て審議し、その後、残された論点について、順次検討してはどうか。

平成 21年
7月 “
                                    |17日  改正法の公布

9月 ^

_検       
植委員会 (月 1回程度)

ミ班 (適宜)

パ      働科学研究班    〕ブリックコノ

省      

こン トなど

令、ガイ ドラインの改正

平成 22生F

1月
‐
「 7日  改正法一部施行 (親族優先提供 )

パブリックコメントなど

省令、ガイ ドラインの改正

7月 17日 改正法の全面施行
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○臓器の移植に関する法律 (平 成九年法律第百四号 )

(目 的)

第 1条  この法律は、臓器の移植についての基本的理念を定めるとともに、
臓器の機能に障害がある者に対 し臓器の機能の回復又は付与を目的として

行われる臓器の移植術 (以 下単に「移植術」という。)に 使用されるための

臓器を死体か ら摘出すること、臓器売買等を禁止すること等につき必要な

事項を規定することにより、移植医療の適正な実施に資することを目的と

する。

(基 本的理念 )

第二条 死亡 した者が生存中に有 していた自己の臓器の移植術に使用 され る
ための提供に関する意思は、尊重 され

・
なければならない。

2 移植術に使用 されるための臓器の提供は、任意にされたものでなければ
ならない。

3 臓器の移植は、移植術に使用されるための臓器が人道的精神に基づいて
提供されるものであることにかんがみ、移植術を必要 とする者に対 して適

切に行われなければな らない。

4 移植術を必要 とする者に係る移植術を受ける機会は、公平に与えられる
よう配慮されなければな らない。

(国 及び地方公共団体の責務 )

第二条 国及び地方公共団体は、移植医療について国民の理解を深めるため
に必要な措置を講ずるよう努めなければならない。

(医師の責務)                         .
第四条 医師は、臓器の移植を行 うに当たつては、診療上必要な注意 を払 う
とともに、移植術を受ける者又はその家族に対 し必要な説明を行い、その

理解を得るよう努めなければな らない。

(定 義 )

第五条 この法律において「臓器」とは、人の心臓、肺、肝臓、腎臓その他
厚生労働省令で定める内臓及び眼球 をいう。

(臓器の摘出 )

第六条 医師は、死亡 した者が生存中に臓器 を移 1直 術に使用されるために提
供する意思を書面により表示 している場合であつて、その旨の告知を受け

た遺族が当該臓器の摘出を拒まないとき又は遺族がないときは、この法律

に基づき、移植術に使用されるための臓器 を、死体 (脳 死 した者の身体を含

む。以下同 じ。)か ら摘出することができる。

2 前項に規定する「脳死 した者の身体」とは、その身体か ら移植術に使用
されるための臓器が摘出されることとなる者であつて脳幹を含む全脳の機

能が不可逆的に停止するに至つたと判定されたものの身体をいう。

3 臓器の摘出に係る前項の判定は、当該者が第一項に規定する意思の表示
に併せて前項による判定に従 う意思を書面により表示 している場合であつ

て、その旨の告知を受けたその者の家族が当該判定を拒まないとき又は家

族がないときに限 り、行 うことができる。

4 臓器の摘出に係る第二項の判定は、これを的確に行 うために必要な知識
及び経験を有する二人以上の医師 (当 該判定がなされた場合に当該脳死 し

た者の身体か ら臓器 を摘出 し、又は当該臓器 を使用 した移植術を行 うこと

となる医師を除 く。)の 一般に認め られている医学的知見に基づき厚生労働

省令で定めるところにより行 う判断の一致によつて、行われるものとする。
5 前項の規定により第二項の判定を行つた医師は、厚生労働省令で定める
ところにより、直ちに、当該判定が的確に行われたことを証する書面を作
成 しなければならない。

6 臓器の摘出に係る第二項の半1定 に基づいて脳死 した者の身体から臓器を
摘出 しようとする医師は、あらか じめ、当該脳死 した者の身体に係る前項

の書面の交付を受けなければな らない。

(臓器の摘出の制限 )

第七条 医師は、前条の規定によ り死体か ら臓器 を摘出 しよ うとする場合に
おいて、当該死体について刑事訴訟法 (昭 和二十二年法律第百三十一号)第
二百二十九条第一項の検視その他の犯罪捜査に関する手続が行われるとき
は、当該手続が終了 した後でなければ、当該死体か ら臓器 を摘出してはな
らない。

(礼 意の保持 )

第八条 第六条の規定により死体か ら臓器を摘出するに当たつては、礼意を
失わないよう特に注意 しなければならない。

(使 用されなかった吉「分の臓器の処理 )

第九条 病院又は診療所の管理者は、第六条の規定によ り死体か ら摘出され
た臓器であつて、移植術に使用されなかつた部分の臓器 を、厚生労働省令

で定めるところにより処理 しなければな らない。

(記 録の作成、保存及び閲覧 )

第十条 医師は、第六条第二項の判定、同条の規定による臓器の摘出又は当
該臓器を使用 した移植術 (以 下この項において「判定等」という。)を 行つ

た場合には、厚生労働省令で定めるところによ り、判定等に関する記録を

作成 しなければな らない。
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2 前項の記録 は、病院 又 は診療所 に勤務 す る医師が作成 した場 合にあ つて
は当該病院又 は診療 所の管理者 が 、病院 又 は診療所 に勤務 す る医師 以外の

医師が作成 した場合 に あ つて は当該 医師が 、五年間保存 しなけれ ばな らな

い 。

3 前項の規定により第一項の記録を保存する者は、移植術に使用されるた
めの臓器を提供 した遺族その他の厚生労働省令で定める者から当該記録の

閲覧の請求があつた場合には、厚生労働省令で定めるところにより、閲覧

を拒むことについて正当な理由がある場合を除き、当該記録の うち個人の

権利利益を不当に侵害するおそれがないものとして厚生労働省令で定める

ものを開覧に供するものとする。

(臓器売買等の禁止 )

第十一条 何人も、移植術に使用されるための臓器 を提供すること若 しくは
提供 したことの対価 として財産上の利益の供与を受け、又はその要求若 し

くは約束をしてはな らない。

2 何人も、移植術に使用 されるための臓器の提供を受けること若 しくは受
けたことの対価 として財産上の利益を供与 し、又はその申込み若 しくは約

束をしてはな らない。 ・
3 何人も、移植術に使用 されるための臓器を提供すること若 しくはその提
供を受けることのあつせんをすること若 しくはあつせんをしたことの対価

として財産上の利益の供与 を受け、又はその要求若 し〈は約束をしてはな

らない。

4 何人も、移植術に使用されるための臓器を提供すること若 しくはその提
供を受けることのあつせんを受けること若 しくはあっせんを受けたことの

対価として財産上の利益を供与 し、又はその申込み若 しくは約束をしては

ならない。

5 何人も、臓器が前各項の規定のいずれかに違反する行為に係るものであ
ることを知つて、当該臓器 を摘出 し、又は移植術に使用 してはならない。
6 第一項か ら第四項までの対価には、交通、通信、移植術に使用されるた
めの臓器の摘出、保存若 しくは移送又は移植術等に要する費用であつて、

移植術に使用 されるための臓器を提供すること若 しくはその提供を受ける
こと又はそれ らのあつせんをすることに関 して通常必要であると認められ

るものは、含まれない。

(業 として行 う臓器のあっせんの許可 )

第十二条 業として移植術に使用され るための臓器 (死 体か ら摘出されるも
の又は摘出されたものに限る。)を 提供すること又はその提供を受けること

のあつせん (以 下「業 として行 う臓器のあつせん」という。)を しようとす

る者は、厚生労働省令で定めるところにより、臓器の別ごとに、厚生労働

大臣の許可を受けなければな らない。

2 厚生労働大臣は、前項の許可の申請 をした者が次の各号のいずれかに該
当する場合には、同項の許可 をしてはな らない。
一 営利を目的とするおそれがあると認められる者
二 業として行 う臓器のあつせんに当たって当該臓器を使用 した移植術を
受ける者の選択を公平かつ適正に行わないおそれがあると認められる者

(秘 密保持義務 )

第十三条 前条第一項の許可を受けた者 (以 下「臓器あつせん機関」という。)
若 しくはその役員若 しくは職員又はこれ らの者であつた者は、正当な理由
がな く、業として行 う臓器のあっせんに関 して職務上知 り得た人の秘密を
漏 らしてはならない :

(帳簿の備付け等 )

第十四条 臓器あっせん機関は、厚生労働省令で定めるところにより、帳簿
を備え、その業務に関する事項を記載 しなければな らない。
2 臓器あっせん機関は、前項の帳簿 を、最終の記載の日か ら五年間保存 じ
なければならない。

(報告の徴収等 )

第十五条 厚生労働大臣は、この法律 を施行するため必要があると認めると
きは、臓器あつせん機関に対 し、その業務に関 し報告をさせ、又はその職
員に、臓器あっせん機関の事務所に立ち入 り、帳簿、書類その他の物件を
検査 させ、若 しくは関係者に質問させることができる。

2 前項の規定により立入検査又は質問をする職員は、その身分を示す証明
書を携帯 し、関係者に提示 しなければな らない。
3 第一項の規定による立入検査及び質問をする権限は、犯罪捜査のために
認められたものと解 してはな らない。

(指 示 )

第十六条 厚生労働大臣は、この法律 を施行するため必要があると認めると
きは、臓器あつせん機関に対 し、その業務に関 し必要な指示を行うことが
できる。

(許可の取消 し)

第十七条 厚生労働大臣は、臓器あつせん機関が前条の規定による指示に従
わないときは、第十二条第一項の許可を取 り消すことができる。

(経過措置 )

第十八条 この法律の規定に基づき厚生労働省令を制定 し、又は改廃する場
合においては、その厚生労働省令で、その制定又は改廃に伴い合理的に必



ｌ
ω
‥

要 と判断される範囲内において、所要の経過措置 (罰 則に関する経過措置を

含む。)を 定めることができる。

(厚 生労働省令への委任 )

第十九条  この法律に定めるもののほか、この法律の実施のための手続その
他この法律の施行に関 し必要な事項は、厚生労働省令で定める。

(罰 則 )

第二十条 第十一条第一項か ら第五項までの規定に違反 した者は、五年以下
の懲役若 しくは五百万円以下の罰金に処 し、又はこれ を併科する。

2 前項の罪は、刑法 (明 治四十年法律第四十五号 )第 二条の例に従 う。
第二十一条 第六条第五項の書面に虚偽の記載をした者は、三年以下の懲
役又は五十万円以下の罰金に処する。

3 第六条第六項の規定に違反 して同条第二項の書面の交付を受けないで臓
器の摘出をした者は、一年以下の懲役又は二十万円以下の罰金に処する。

第二十二条 第十二条第一項の許可を受けないで、業として行う臓器のあつ
せんをした者は、一年以下の懲役若 しくは百万円以下の罰金に処 し、又は

これを併科する。

第二十三条 次の各号のいずれかに該当する者は、五十万円以下の罰金に処
する。

一 第九条の規定に違反 した者
二 第十条第一項の規定に違反 して、記録を作成せず、若 しくは虚偽の記
録を作成 し、スは同条第二項の規定に違反 して記録を保存 しなかった者

三 第十三条の規定に違反 した者
四 第十四条第一項の規定に違反 して、帳簿を備えず、帳簿に記載せず、
若 しくは虚偽の記載 をし、又は同条第二項の規定に違反 して帳簿を保存

しなかった者

五 第十五条第一項の規定による報告 をせず、若 しくは虚偽の報告をし、
又は同項の規定による立入検査 を拒み、妨げ、若 しくは忌避 し、若 しく

は同項の規定による質問に対 して答弁 をせず、若 しくは虚偽の答弁をし

た者

2 前項第二号の罪は、告訴がなければ公訴を提起することができない。

第二十四条 法人 (法 人でない団体で代表者又は管理人の定めのあるものを
含む。以下この項において同 じ。)の 代表者若 し〈は管理人又は法人着 し〈

は人の代理人、使用人その他の従業者が、その法人又は人の業務に関 し、

第二十条、第二十二条及び前条 (同 条第一項第二号を除 く。)の 違反行為を

した ときは、行為者を罰するほか、その法人又は人に対 しても、各本条の

罰金利を科する。

2 前項の規定 に よ り法 人でない団体 を処罰す る場合 には、その代表者 又は
管理人が その訴訟行為に つきその団体 を代表す るほか 、法 人 を被告人又は

被 疑者 とす る場合の刑事訴訟 に関す る法律の規 定 を準用す る。

第二十五条  第二 十条第 一項の場合 にお いて供与 を受 けた財産上 の利益 は、
没収す る。その全部 又 は一部 を没収 す る ことが できないときは、その価額

を追徴 す る。

附  則

(施 行期 日 )

第 一条  この法律 は、公布 の 日か ら起算 して二 月 を経過 した 日か ら施行す る。
(検 討等 )

第二条  この法律 に よる臓器 の移植 に ついては、 この法律 の施行後三年 を目
途 と して、 この法律の施行の状 況 を勘 案 し、その全般 につ いて検討が加 え

られ 、その結果 に基 づいて必要 な措置が講ぜ られ るべ きもの とす る。

2 政府 は、 ドナ ー カー ドの普及及 び臓器 移植 ネ ッ トヮー クの整備のための
方策に関 し検討 を加 え、その結 果に基 づ いて必要 な措置 を講 ず るもの とす

る。

3 関係行政機 関は、第七条に規 定す る場合 において同条 の死体が第六条第
二項の脳死 した者 の 身体 である ときは、当該 1日 死 した者の身体 に対する刑

事訴訟法第二百二十九条第一項 の検視 その他 の犯罪捜査 に関す る手続 と第
六条 の規 定に よる当該脳死 した者 の身体か らの臓 器の摘 出 との調整 を図 り、

犯罪捜査 に関す る活動に支障 を生ず る ことな く臓器 の移 1直 が円滑に実施 さ

れ るよ う努め るもの とす る。

(角 膜 及び腎臓 の移植 に関す る法律 の廃止 )

第二条  角膜 及び腎臓 の移植 に関す る法律 (昭 和五十四年法律 第六十三号)は 、
廃止す る。

(経 過措置 )

第四条  医師は、当分の間 、第六条第 一項 に規定 する場合のほか 、死亡 した
者が生存 中に眼球又 は腎臓 を移植術 に使用 され るために提供 す る意思 を書

面によ り表示 して いる場合及 び当該意 思が ない ことを表示 して いる場合以

外の場合で あつて、遺族が 当該眼球 又 は腎臓 の摘 出につ いて書面によ り承

諾 しているときにお いて も、移植 術に使 用 され るための眼球 又は腎臓 を、

同条第二項の脳死 した者 の身体 以外 の死体か ら摘 出す る ことがで きる。

2 前項の規定に よ り死体か ら眼球 又 は腎臓 を摘 出す る場 合 においては、第
七条 中「前条 Jと あ るのは「附則 第四条 第一項」 と、第 ノヽ条 及 び第九条 中
「第六条」 とあるの は 「附則第 四条第 一項」 と、第 十条第一項 中 「同条の



規定による」とあるのは「 r・I All第 四条第一項の規定による」と読み替えて、

これ らの規定 (こ れ らの規定に係る罰即」を含む。)を 適用する。

第五条  この法律の施行前に附則第二条の規定による廃止前の角膜及び腎臓
の移植に関する法律 (以 下「旧法」 という。)第 二条第二項の規定による遺

族の書面による承諾を受けている場合 (死 亡 した者が生存中にその眼球又

は腎臓を移植術に使用されるために提供する意思がないことを表示 してい

る場合であつて、この法律の施行前に角膜又は腎臓の摘出に着手 していな

かつたときを除 く。)又 は同項ただ し書の場合に該当 していた場合の眼球又

は腎臓の摘出については、なお従前の例による。

第六条 旧法第二条の規定 (前条の規定によりなお従前の例によることとさ
れる眼球又は腎臓の摘出に係る旧法第二条の規定を含む。次条及び附則第

八条において同 じ。)に よ り摘出された眼球又は腎臓の取扱いについては、

なお従前の例による。

第七条 旧法第二条の規定により摘出された眼球及び腎臓であって、角膜移
植術又は腎臓移植術に使用されなかつた部分の眼球又は腎臓のこの法律の

施行後における処理については、当該摘出された眼球又は腎臓を第六条の

規定により死体か ら摘出された臓器 とみな し、第九条の規定 (こ れに係る罰

則を含む。)を 適用する。

第八条 旧法第二条の規定によ り摘出された眼球又は腎臓 を使用 した移植術
がこの法律の施行後に行われた場合における当該移植術に関する記録の作

成、保存及び閲覧については、当該眼球又は腎臓 を第六条の規定により死

体から摘出された臓器 とみな し、第十条の規定 (こ れに係る罰則を含む。 )

を適用する。

第九条 この法律の施行の際現に旧法第八条の規定により業として行 う眼球
又は腎臓の提供のあっせんの許可を受けている者は、第十二条第―項の規

定により当該臓器について業として行 う臓器のあつせんの許可を受けた者

とみなす。

第十条 この法律の施行前に した行為に対する罰貝りの適用については、なお
従前の例による。

第十一条 健康保険法 (大 正十一年法律第七十号 )、 国民健康保険法 (昭 和三十
三年法律第百九十二号 )そ の他政令で定める法律 (以 下「医療給付関係各法」

という。)の 規定に基づ く医療 (医療に要する費用の支給に係る当該医療を

含む。以下同 じ。)の 給付 (医 療給付関係各法に基づ く命令の規定に基づく

ものを含む。以下同 じ。)に 継続 して、第六条第二項の脳死 した者の身体ヘ

の処置がされた場合には、当分の間、当該処置は当該医療給付関係各法の

規定に基づ く医療の給付としてされたものとみなす。

2 前項の処置に要する費用の算定は、医療給付関係各法の規定に基づ く医
療の給付に係る費用の算定方法の例による。

3 前項の規定によることを適当としないときの費用の算定は、同項の費用
の算定方法を定める者が別に定めるところによる。
4 前二項に掲げるもののほか、第一項の処置に関 しては、医療給付関係各
法の規定に基づく医療の給付に準 じて取 り扱 うもの とする。

―
ヽ
―



0臓器の移植に関する法律施行規則 (平成九年厚生省令第七十八号)                          確認するように努めるものとする。

(内臓の範囲)                                                  (判 定が的確に行われたことを証する書面)

第一条 臓器の移植に関する法律 (平成九年法律第百四号。以下「法」という。)第五条に               第二条 法第六条第五項の規定により判定を行つた医師が作成する書面には、当該医師が
規定する厚生労働省令で定める内臓は、膵すい臓及び小腸とする。                          次の各号に掲げる事項を記載し、記名押印又は署名しなければならない。

一 判定を受けた者の住所、氏名、性別及び生年月日
(判定)                                                      二 判定を行つた日時並びに判定が行われた病院又は診療所(以下「医療機関」という。)
第二条 法第六条第四項に規定する判断に係る同条第二項の判定 (以下「判定」という。)                 の所在地及び名称

は、脳の器質的な障害(以下この項において「器質的脳障害」という。)により深昏睡〈ジ                三 判定を行つた医師の住所 (その医師が医療機関に勤務する医師であるときは、その住
ャパン・コーマ・スケール (男4名三一三一九度方式)で三百に該当する状態にあり、かつ、                  所又は当該医療機関の所在地及び名称)及び氏名

グラスゴー・コーマ・スケールで三に該当する状態にあることをいう。第二号、第四号                四 判定を受けた者が前条第一項各号のいずれの者にも該当しなかった旨
及び次項第一号において同じ。)及び自発呼吸を消失した状態と認められ、かつ、器質的                五 判定を受けた者について前条第二項各号に掲げる状態が確認された旨及び当該確認
脳障害の原因となる疾患 (以下この項及び第五条第一項第四号において「原疾患」とい                 がされた日時並びに当該確認の時点において自発運動、除脳硬直、除皮質硬直又はけ

う。)が確実に診断されていて、原疾患に対して行い得るすべての適切な治療を行つた場                 いれんが認められなかつた旨

合であつても回復の可能性がないと認められる者について行うものとする。ただし、次                六 前条第四項の確認の結果
の各号のいずれかに該当する者については、この限りでない。

一 六歳未満の者                                                (使 用されなかつた部分の臓器の処理)

二 急性薬物中毒により深昏睡及び自発呼吸を,肖失した状態にあると認められる者                  第四条 法第九条の規定による臓器 (法第五条に規定する臓器をいう。以下同じ。)の処理
三 直腸温が摂氏三十二度以下の状態にある者                                   は、焼却して行わなければならない。

|      四 代訪1性障害又は内分泌性障害により深昏睡及び自発呼吸を消失した状態にあると認

“
      められる者                                                  (判 定に関する記録)
1     2 

法第六条第四項に規定する判断に係る判定は、次の各号に掲げる状態が確認され、か               第五条 法第十条第一項の規定により判定を行つた医師が作成する記録には、当該医師が
つ、当該確認の時点から少なくとも六時間を経過した後に、次の各号に掲げる状態が再                次の各号に掲げる事項を記載し、記名押印又は署名しなければならない。

び確認されることをもつて行うものとする。ただし、自発運動、除脳硬直 (頸部付近に束J                ― 判定を受けた者の住所、氏名、性別及び生年月日
激を加えたときに、四肢伸展又は内旋し、かつ、足が底屈することをいう。次条第五号                二 判定を行つた日時並びに判定が行われた医療機関の所在地及び名称
及び第五条第一項第七号において同じ。)、 除皮質硬直 (頸けい部付近に刺激を加えたと                三 判定を行つた医師の住所 (その医師が医療機関に勤務する医師であるときは、その住
きに、上肢しが屈曲し、かつ、下肢しが伸展又は内旋することをいう。次条第五号及び                 所又は当該医療機関の所在地及び名称)及び氏名

第五条第一項第七号において同じ。)又はけいれんが認められる場合は、判定を行つては                四 判定を受けた者の原疾患
ならない。                                                    五 判定を受けた者が第二条第一項各号のいずれの者にも該当しなかった旨
― 深昏睡                                                    六 判定を受けた者の第二条第二項に規定する確認の時点における体温、血圧及び心拍
二 瞳孔が固定し、瞳どう孔径が左右とも四ミリメートル以上であること                        数

三 脳幹反射 (対光反射、角膜反射、毛様脊せき髄反射、眼球頭反射、前庭反射、咽頭反                七 判定を受けた者について第二条第二項各号に掲げる状態が確認された旨及び当該確
射及び咳反射をいう。)の消失                                         認がされた日時並びに当該確認の時点において自発運動、除脳硬直、除皮質硬直又は

四 平坦脳波                                                    けいれんが認められなかった旨

五 自発呼吸の消失                                               八 第二条第四項の確認の結果
3 前項第五号に掲げる状態の確認は、同項第一号から第四号までに掲げる状態が確認さ                九 第二条第五項の確認を行つた場合においては、その結果
れた後に行うものとする。                                             十 判定を受けた者が生存中に臓器を提供する意思 (臓器を、臓器の機能に障害がある者
4 法第六条第四項に規定する判断に係る判定に当たつては、中枢神経抑制薬、筋弛し緩                 に対し臓器の機能の回復又は付与を目的として行われる臓器の移植術(以下「移植術」

栗その他の薬物が判定に影響していないこと及び収縮期血圧が九十水銀柱ミリメートル                 という。)に使用されるために提供する意思をいう。以下この条及び次条において同

以上あることを確認するものとする。                                         じ。)及び判定に従う意思を書面により表示していた旨

5 法第六条第四項に規定する判断に係る判定に当たつては、聴性脳幹誘発反応の消失を                十一 判定を受けた者が生存中に臓器を提供する意思及び判定に従う意思を表示してい



た旨の告知を受けた家族が判定を拒まない旨並びに当該家族の住所、氏名及び判定を                一 臓器の1商出を受けた者が生存中に臓器を提供する意思を表示した書面の写し
受けた者との続柄又は判定を受けた者に家族がないときは、その旨                        二 臓器の摘出を受けた者に遺族がいる場合においては、当該遺族が臓器の摘出を拒ま
十二 前各号に掲げるもののほか、判定を行つた医師が特Jこ必要と認めた事項                      ない旨を表示した書面

2 前項の記録には、次の各号に掲げる書面を添付しなければならない。                        三 法第六条第五項の書面の写し
― 判定に当たつて測定した脳波の記録 3 前項第二号の書面には、臓器の摘出を拒まない旨のほか、次の各号に掲げる事項が記
二 判定を受けた者が生存中に臓器を提供する意思及び判定に従う意思を表示した書面                載されていなければならない。                       '
の写し ― 臓器の摘出を受けた者の住所及び氏名
三 判定を受けた者に家族がいる場合においては、当該家族が判定を拒まない旨を表示                二 臓器の摘出を拒まない旨を表示した遺族が摘出を拒まない臓器の別 (当該臓器の左
した書面 右の別を含む。)

3 前項第二号の書面には、判定を拒まない旨のほか、次の各号に掲げる事項が記載され                三 臓器の摘出を拒まない旨を表示した遺族の住所、氏名及び臓器の摘出を受けた者と
ていなければならない。 の続柄
― 判定を受けた者の住所及び氏名
二 判定を拒まない旨を表示した家族の住所、氏名及び判定を受けた者との続柄                   (摘 出した臓器を使用した移植術に関する記録)

第七条 法第十条第―項の規定により摘出した臓器を使用した移植術を行つた医師が作成
(臓器の摘出に関する記録) する記録には、当該医師が次の各号に掲げる事項を記載 し、記名押印又は署名しなけれ
第六条 法第十条第一項の規定により法第六条第一項の規定による臓器の摘出 (以下「臓器                ばならない。

の摘出」という。)を行つた医師が作成する記録には、当該医師が、同項の規定により摘                ― 移植術を受けた者の住所、氏名、性別及び生年月日
出した臓器 (以下「摘出した臓器」という。)ごとに、次の各号に掲げる事項を記載し、                 二 移植術を行つた日時並びに移植術が行われた医療機関の所在地及び名称
記名押印又は署名しなければならない。 三 移植術を行つた医師の住所 (その医師が医療機関に勤務する医師であるときは、その

:      ― 臓器の摘出を受けた者の住所、氏名、性別及び生年月日                              住所又は当該医療機関の所在地及び名称)及び氏名
N     二 臓器の摘出を受けた者の死亡の日時 四 移植術に使用した臓器の別 (当 該臓器の左右の別及び部位の別を含む。)1      三 臓器の摘出を受けた者の死亡の原因となつた傷病及びそれに伴う合併症                      五 移植術を受けた者に移植術を行うことが必要であると判断した理由

四 臓器の摘出を受けた者の主な既往症 六 移植術を受けた者に対して行つた血液学的検査、生化学的検査、免疫学的検査その
五 臓器の摘出を行つた日時並びに臓器の摘出が行われた医療機関の所在地及び名称                   他の検査の結果

六 臓器の摘出を行つた医師の住所 (その医師が医療機関に勤務する医師であるときは、                七 移植術を受けた者又はその者の家族が移植術を行うことを承諾 した旨
その住所又は当該医療機関の所在地及び名称)及び氏名 八 移植術に使用した臓器のあつせんを行つた者の住所及び氏名 (法人にあつては、その
七 摘出した臓器の別 (当該臓器の左右の別及び部位の別を含む。)                          事務所の所在地及び名称)
八 摘出した臓器の状態 九 前各号に掲げるもののほか、移植術を行つた医師が特に必要と認めた事項
九 摘出した臓器に対して行つた処置の内容
十 臓器の摘出を受けた者に対して行つた血液学的検査、生化学的検査、免疫学的検査               (記 録の閲覧)

その他の検査の結果 第八条 法第十条第二項に規定する厚生労働省令で定める者は,移植術に使用されるため
十一 臓器の摘出を受けた者が生存中に臓器を提供する意思を書面により表示していた                の臓器を提供した遺族、移植術を受けた者又はその者の家族及び法第十二条第一項の許
日                                                       可を受けた者 (以下「臓器あつせん機関」という。)と する。
十二 臓器の摘出を受けた者が生存中に臓器を提供する意思を表示していた旨の告知を
受けた遺族がその摘出を拒まない旨並びに当該遺族の住所、氏名及び臓器の摘出を受               第九条 法第十条第―項に規定する判定等に関する記録を保存する者は、前条に規定する
けた者との続柄又は当該臓器の摘出を受けた者に遺族がないときは、その旨                    者からの請求により当該記録を閲覧に供するときは、次の各号に掲げる事項を記載した
十三 臓器の摘出を行う前に、法第六条第二項の書面の交付を受けた旨                        請求書の提出を求めることができる。
十四 摘出した臓器のあつせんを行つた者の住所及び氏名 (法人にあつては、その事務所                ― 請求の年月日
の所在地及び名称 ) 二 請求をする者の住所及び氏名 (法人にあつては、その事務所の所在地及び名称)
十五 前各号に掲げるもののほか、臓器の摘出を行つた医師が特に必要と認めた事項                 三 請求をする者が移植術に使用されるための臓器を提供した遺族である場合には、臓
2 前項の記録には、次の各号に掲げる書面を添付しなければならない。                         器の摘出を受けた者との続柄



四 請求をする者が移植術を受けた者又はその者の家族である場合には、移植術を受け               第十二条の三 前条のフレキシブルディスクは、工業標準化法 (昭和二十四年法律第百八十
た者との続柄                                                 五号)に基づく日本工業規格 (以下「日本工業規格」という。)X六二二三号に適合する九
五 請求に係る記録の別                                             十ミリメートルフレキシブルディズクカー トリッジでなければならない。

第十条 法第十条第二項に規定する厚生労働省令で定める記録は、次の各号に掲げる第八               (フ レキシブルディスクヘの記録方式)

条に規定する者の区分に応じ、それぞれ当該各号に定めるものとする。                       第十二条の四 第十二条の二のフレキシブルディスクヘの記録|す、次に掲げる方式に従つ
一 移植術に使用されるための臓器を提供した遺族 当該臓器に係る第五条第一項の記                てしなければならない。

録及び同条第二項の書面並びに第六条第一項の記録及び同条第二項の書面(第五条第                一 トラックフォーマットについては、日本工業規格 X六二二四号又は日本工業規格 X
―項第十二号及び第六条第一項第十五号に掲げる事項のうち、個人の権利利益を不当                 六二二五号に規定する方式

に侵害するおそれがあるものを除く。)                                     ニ ポリューム及びファイル構成については、日本工業規格 XO六〇五号に規定する方式
二 移植術を受けた者又はその者の家族 当該移植術に係る第七条の記録 (同条第九号
に掲げる事項のうち、個人の権利利益を不当に侵害するおそれがあるものを除〈。)               (フ レキシブルディスクにはり付ける書面)
三 臓器あつせん機関 当該臓器あつせん機関の行ったあつせんに係る第五条第一項の               第十二条の五 第十二条の二のフレキシブルディスクには、日本工業規格 X六二二三号に
記録及び同条第二項の書面、第六条第一項の記録及び同条第二項の書面並びに第七条                規定するラベル領域に、次に掲げる事項を記載した書面をはり付けなければならない。
の記録                                                     一 申請者又は届出者の氏名

二 申請年月日又は届出年月日
(業 として行う臓器のあつせんの許可の申請)

第十一条 法第十二条第一項に規定する業として行う臓器のあつせんの許可を受けようと               (臓 器のあつせんの帳簿)

する者は、あつせんを行う臓器の別ごとに、次の各号に掲げる事項を記載した申請書に               第十三条 臓器あつせん機関は、臓器のあつせんを行う事務所に帳簿を備え、あつせんを
:      申請者の履歴書 (法人にあっては、定款、寄附行為又はこれらに準ずるもの及び役員の履                行つた臓器ごとに次の各号に掲げる事項を当該帳簿に記載しなければならない。
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んを行った相手方の住所及び氏名(法人にあっては、その事務所の所在
二 臓器のあつせんを行う事務所の所在地及び名称                                 二 臓器のあつせんを行った年月日
三 臓器のあつせん手数料又はこれに類するものを徴収する場合は、その額                      三 臓器のあつせんを行った具体的手段
四 臓器のあつせんを行う具体的手段 四 臓器のあつせん手数料又はこれに類するもめの額
五 申請の日を含む事業年度及び翌事業年度の事業計画及び収支予算

(臓器の摘出に係る取扱い等)
(申請事項の変更の届出)                                             第十四条 医師は、臓器の摘出を行う場合は、臓器が細菌その他の病原体に汚業され、又
第十二条 臓器あつせん機関は、前条第一号又は第二号に掲げる事項IF変更を生じたとき                は損傷を受けることのないよう注意しなければならない。摘出した臓器の取扱いについ
は、速やかに、同条第二号又は第四号に掲げる事項を変更しようとするときは、変更し                ても、同様とする。
ようとする日の十五日前までに、厚生労働大臣に届け出なければならない。                     2 医師は、臓器の摘出を行つた場合は、摘出後の摘出部位等に適当な措置を講しなけれ

ばならない。
(フ レキシブルディスクによる手続) 3 医師は、臓器の摘出を行つた場合は、第六条第一項第五号から第七号まで、第十四号
第十二条の二 次の各号に掲げる手続については、当該各号に掲げる事項を記録したフレ                及び第十五号に掲げる事項を、摘出した臓器ごとに表示しなければならない。
キシブルディスク並びに申請者又は届出者の氏名及び住所並びに申請又は届出の趣旨及               4 摘出した臓器の取扱いに当たつては、礼意を失わないように注意しなければならない。
びその年月日を記載した書類を提出することによつて行うことができる。
一 第十一条の規定による申請書及び申請者の履歴書の提出 当該申請書及び申請者の               (移 植術に使用されなかつた臓器の記録等)
履歴書に記載する事項                                            第十五条 臓器の摘出を行った医師が、摘出した臓器を移植術に使用しないこととした場
二 第十二条の規定による届出 当該届出に係る事項                                合は、その理由を第六条第一項の記録に記載しなければならない。

2 臓器の摘出を行つた医師以外の医師が、摘出した臓器を移植術に使用しないこととし
(フ レキシブルディスクの構造)                                         た場合は、次の各号に掲げる事項につき記録を作成し、記名押印又は署名しなければな



らない。                                                     一 眼球又は腎臓の摘出を受けた者の住所、氏名、性別及び生年月日
― 臓器を移植術に使用しないこととした理由                                   二 眼球又は腎臓の摘出を受けた者の死亡の日時
二 臓器を移植術に使用しないこととした医師の住所(その医師が医療機関に勤務する                三 眼球又は腎臓の摘出を受けた者の死亡の原因となった傷病及びそれに伴う合併症
医師であるときは、その住所又は当該医療機関の所在地及び名称)及び氏名                     四 眼球又は腎臓の摘出を受けた者の主な既往症
三 第六条第一項第五号、第七号及び第十四号に掲げる事項                             五 眼球又は腎臓の摘出を行つた日時並びに眼球又は腎臓の摘出が行われた医療機関の
四 前三号に掲げるもののほか、臓器を移植術に使用しないこととした医師が特に必要                 所在地及び名称

と認めた事項                                                六 眼球又は腎臓の摘出を行つた医師の住所 (その医師が医療機関に勤務する医師であ
3 前項の記録は、医療機関に勤務する医師が作成した場合にあつては当該医療機関の管                 るときは、その住所又は当該医療機関の所在地及び名称)及び氏名
理者が、医療機関に勤務する医師以外の医師が作成した場合にあつては当該医師が、五                七 摘出した眼球又は腎臓の別(当該眼球又は腎臓の左右の別を含む。)
年間保存しなければならない。                                           八 摘出した眼球又は腎臓の状態
4 医療機関に勤務する医師は、摘出した臓器の処理の必要を認めたときは、速やかに、                九 摘出した眼球又は腎臓に対して行った処置の内容
その旨を当該医療機関の管理者に報告しなければならない。                              十 眼球又は腎臓の摘出を受けた者に対して行つた血液学的検査、生化学的検査、免疫

学的検査その他の検査の結果

(移植術に関する説明の記録)                                          十一 眼球又は腎臓の摘出を承詰した遺族の住所、氏名及び眼球又は腎臓の摘出を受け
第十六条 医師は、移植術を受ける者又はその者の家族に対して、移植術の前に、当該移                 た者との続柄

植術について説明を行つた場合は、次の各号に掲げる事項につき記録を作成し、記名押                十二 摘出した眼球又は腎臓のあつせんを行つた者の住所及び氏名 (法人にあつては、そ
印又は署名しなければならない。                                           の事務所の所在地及び名称)
― 説明を行つた医師の住所 (その医師が医療機関に勤務する医師であるときは、その住                十三 前各号に掲げるもののほか、眼球又は腎臓の摘出を行つた医師が特に必要と認め
所又は当該医療機関の所在地及び名称)及び氏名                                   た事項

:      二 説明を行つた日時及び場所                                        2 前項の記録には、眼球又は腎臓の摘出を受けた者の遺族が当該眼球又は腎臓の摘出を
ヽ      三 説明を受けた者の住所、氏名及び移植術を受けた者との続柄                           承詰する旨を表示した書面を添付しなければならない。
I      四 説明に立ち会った者がいたときは、当該立ち会った者の住所及び氏名                      3 前項の書面には、眼球又は腎臓の摘出を承詰する旨のほか、次の各号に掲げる事項が

五 説明した事項                                                記載されていなければならない。
2 前条第二項の規定は、前項の記録について準用する。                                一 眼球又は腎臓の摘出を受けた者の住所及び氏名

二 眼球又は腎臓の摘出を承詰する旨を表示した遺族が摘出を承諾する眼球又は腎臓の
Flf 則                                                     別 (当該眼球又は腎臓の左右の別を含む。)

三 眼球又は腎臓の摘出を承諾する旨を表示した遺族の住所、氏名及び眼球又は腎臓の
(施行期日)                                                     摘出を受けた者との続柄
第一条 この省令は、法の施行の日(平成九年十月十六日)か ら施行する。

(準用)

(角膜及び腎臓の移植に関する法律施行規則の廃止)                               第四条 第四条、第七条から第十条まで及び第十四条から第十六条までの規定は、眼球又
第二条 角膜及び腎臓の移植に関する法律施行規則 (昭和五十五年厚生省令第四号)は、廃                は腎臓の摘出について準用する。この場合において、第四条中「法第九条」とあるのは
止する。                                                   「法附則第四条第二項の規定により読み替えて適用される法第九条」と、第七条及び第

九条中「法第十条第一項」とあるのは「法附貝1第四条第二項の規定により読み替えて適
(法附則第四条第一項の規定による眼球又は腎臓の摘出に関する記録)                         用される法第十条第一項」と、第十条第一号中「第五条第一項の記録及び同条第二項の
第二条 法附則第四条第二項の規定により読み替えて適用される法第十条第一項の規定に                書面並びに第六条第一項の記録及び同条第二項の書面 (第五条第一項第十二号及び第六
より法附則第四条第一項の規定による日長球又は腎臓の摘出(以下この条及び次条におい                条第一項第十五号」とあるのは「附則第二条第一項の記録及び同条第二項の書面 (同条第         |
て「眼球又は腎臓の摘出」という。)を行つた医師が作成する記録には、当該医師が、同                一項第十三号」と、同条第二号中「第七条」とあるのは「第七条 (附則第四条において準         ‐
項の規定により摘出した眼球又は腎じん臓 (以下この項において「摘出した眼球又は腎臓」               用する場合を含む。)」 と、同条第三号中「第五条第一項の記録及び同条第二項の書面、
という。)ごとに、次の各号に掲げる事項を記載し、記名押印又は署名しなければならな                第六条第一項の記録及び同条第二項の書面並びに第七条の記録」とあるのは「第七条(附         |
いo                                                       則第四条において準用する場合を含む。)の記録並びに附則第二条第一項の記録及び同条



第二項の書面」と、第十四条第二項中「第六条第一項第五号から第七号まで、第十四号

及び第十五号」とあるのは「附則第二条第一項第五号から第七号まで、第十二号及び第

十三号」と、第十五条第一項中「第六条第一項」とあるのは「附則第二条第一項」と、

同条第二項第二号中「第六条第一項第五号、第七号及び第十四号」とあるのは「附則第

二条第一項第五号、第七号及び第十二号」と読み替えるものとする。

(経過措置)

第五条 この省令の施行前に行つた法附則第二条の規定による廃止前の角腹及び腎じん臓
の移植に関する法律 (昭和五十四年法律第六十三号)第八条に規定する眼球又は腎じん臓

の提供のあっせんについては、附則第二条の規定による廃止前の角膜及び腎じん臓の移

植に関する法律施行規則第十条の規定は、なおその効力を有する。

―
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○「臓器の移植に関する法律」の運用に関する指針 (ガイドライン)

第 1 書面による意思表示ができる年齢等に関する事項

臓器の移植に関する法律 (平成 9年法律第 104号。以下「法」という。)における臓器

提供に係る意思表示の有効性について、年齢等により画―的に判断することは難しいと

考えるが、民法上の遺言可能年齢等を参考として、法の運用に当たつては、15歳以上の

者の意思表示を有効なものとして取り扱うこと。

知的障害者等の意思表示については、一律にその意思表示を有効と取り扱わなぃ運用

は適当ではないが、これらの者の意思表示の取扱いについては、今後さらに検討すべき

ものであることから、主治医等が家族等に対して病状や治療方針の説明を行う中で、患

者が知的障害者等であることが判明した場合においては、当面、法に基づく脳死判定は

見合わせること。

臓器の提供先を指定する意思が書面により表示されていた場合は、1日死・心臓死の区

別や臓器の別にかかわらず、親族に限定する場合も含めて、当面、当該提供先を指定す

る意思表示を行つた者に対する法に基づく1当死判定及びその者からの臓器の摘出は見合

わせること。

第2 遺族及び家族の範囲に関する事項
1 臓器の摘出の承諾に関して法に規定する「遺族」の範囲については、一般的、類型的
に決まるものではなく、死亡した者の近親者の中から、個々の事案に即し、慣習や家族

構成等に応じて判断すべきものであるが、原則として、配偶者、子、父母、孫、祖父母

及び同居の親族の承諾を得るものとし、喪主又は祭祀主宰者となるべき者において、前

記の「遺族」の総意を取りまとめるものとすることが適当であること。ただし、前記の

範囲以外の親族から臓器提供に対する異論が出された場合には、その状況等を把握し、

慎重に判断すること。

2 脳死の判定を行うことの承諾に関して法に規定する「家族」の範囲についても、上記
「遺族」についての考え方に準じた取扱いを行うこと。

第3 臓器提供施設に関する事項
法に基づく脳死した者の身体からの臓器提供については、当面、次のいずれの条件を

も満たす施設に限定すること。

1 臓器摘出の場を提供する等のために必要な体制が確保されており、当該施設全体につ

いて、脳死した者の身体からの臓器摘出を行うことに関して合意が得られていること。

なお、その際、施設内の倫理委員会等の委員会で臓器提供に関して承認が行われている

こと。

2 適正な脳死判定を行う体制があること。

3 救急医療等の関連分野において、高度の医療を行う次のいずれかの施設であること。
・大学附属病院

・日本救急医学会の指導医指定施設

。日本脳神経外科学会の専門医訓練施設 (A項 )

(注)A項 とは、専門医訓練施設のうち、指導に当たる医師、症例数等において特に充実
した施設。

・救命救急センターとして認定された施設

第 4 脳死した者の身体から臓器を摘出する場合の脳死判定を行うまでの標準的な手順に
関する事項

1 主治医等が、臨床的に脳死と判断した場合 (臓器の移植に関する法律施行規則 (平成 9
年厚生省令第 78号。以下「施行規則」という。)第 2条第 2項各号の項目のうち第 5号

の「自発呼吸の消失」を除く、第 1号から第 4号までの項目のいずれもが確認された場

合。)以後において、家族等の脳死についての理解の状況等を踏まえ、臓器提供に関して

意思表示カー ドの所持等、本人が何らかの意思表示を行つていたかについて把握するよ

う努めること。

その結果、家族等から、その意思表示の存在が告げられた場合、又はその意思表示の

存在の可能性が考えられる場合には、主治医等は、臓器提供の機会があること、及び承

諾に係る手続に際 しては主治医以外の者 (臓器移植ネットワーク等の臓器のあっせんに

係る連絡調整を行う者 (以下「コーデイネーター」という。)に よる説明があることを、

口頭又は書面により告げること。

その際、説明を聴くことを強制してはならないこと。

なお、法に基づき脳死と判定される以前においては、患者の医療に最善の努力を尽く

すこと。

2 主治医以外の者による説明を聴くことについて家族の承諸が得られた場合、主治医は、
直ちに臓器移植ネットワークに連絡すること。

3 連絡を受けた臓器移植ネットワークにおいては、直ちにコーディネーターを派遣する
こと。派遣されたコーディネーターは、主治医から説明者として家族に紹介を受けた後

に、家族に対して、脳死判定の概要、臓器移植を前提として法に規定する脳死判定によ

り脳死と判定された場合には、法において人の死とされていること、本人が臓器を提供

する意思及び脳死判定に従 う意思を書面で表示し、かつ、家族が臓器提供及び脳死判定

を拒まない場合に、脳死した本人から臓器を摘出することができること等について必要

な説明を行うとともに、本人が書面により脳死の判定に従い、かつ臓器提供に関する意

思を表示しているか否かについて書面により確認すること。また、家族が、脳死判定を

行うこと及び臓器を提供することを拒まない意思があるか否かについて確認すること。

主治医は、家族が希望する場合には、これらの者の説明に立ち会うことができること。

なお、説明に当たっては、1日死判定を行うこと及び臓器を提供することに関する家族
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の承諾の任意性の担保に配慮し、承諾を強要するような言動があつてはならず、説明の

途中で家族が説明の継続を拒んだ場合は、その意思を尊重すること。また、家族の置か

れている状況にかんがみ、家族の心情に配慮しつつ説明を行うこと。

4 脳死を判定する医師は、本人が書面により脳死の判定に従い、かつ臓器を提供する意
思を表示していること並びに家族も脳死判定を行うこと及び臓器を提供することを拒ま

ないこと又は家族がいないことを確認の上で、法に規定する脳死判定を行うこと。

なお、脳死を判定する医師は、家族が希望する場合には、家族を脳死判定に立ち会わ

せることが適切であること。

第 5 臓器移植にかかわらない一般の脳死判定に関する事項
法は、臓器移植の適正な実施に関して必要な事項を定めているものであり、臓器移植

にかかわらない一般の脳死判定について定めているものではないこと。このため、治療

方針の決定等のために行われる一般の脳死判定については、従来どおりの取扱いで差し

支えないこと。

第 6 角膜及び腎臓の移植の取扱いに関する事項
角膜及び腎臓の移植に関する法律 (昭和 54年法律第 63号 )は、法の施行に伴い廃止さ

れるが、いわゆる心停止後に行われる角膜及び腎臓の移植については、法附則第 4条に

より、本人が生存中に眼球又は腎臓を移植のために提供する意思を書面により表示して

いない場合 (本人が眼球又は腎臓を提供する意思がないことを表示 している場合を除

く。)においても、従来どおり、当該眼球又は腎臓の摘出について、遺族から書面により

承諾を得た上で、摘出することができること。

また、いわゆる心停止後に行われる腎臓摘出の場合においても、通例、心停止前に脳

死判定が行われているが、この場合の脳死判定は治療方針の決定等のためIF行われる 5

の一般の脳死判定に該当するものであり、法第 6条第 2項に定められた脳死判定には該

当しないものであること。したがつて、この場合においては、従来どおりの取扱いで差

し支えなく、法に規定する1出死判定を行うに先だって求められる本人の脳死判定に従う

等の意思表示及びそれを家族が拒まない等の条件は必要でないこと。

第 7 臓器摘出に係る脳死判定に関する事項
1 脳死判定の方法
法に規定する脳死判定の具体的な方法については、施行規則において定められている

ところであるが、さらに個々の検査の手法については、「法的脳死判定マニュアル」 (厚

生科学研究費特別研究事業「脳死判定手順に関する研究班」平成 11年度報告書)に準拠

して行うこと。

なお、以下の項目については、特に留意すること。

(1)瞳子Lの固定
従来の竹内基準で用いられてきた「瞳孔固定」の意味は、刺激に対する反応の欠如で

あり、長時間観察を行つた結果としての「固定」として捉えていないこと。

したがつて、脳死判定時において、あらゆる中枢性束1激に対する反応が欠如していれ

ば、施行規則第 2条第 2項第 2号に規定されている「瞳孔が固定し」として取扱うこと

が適切であること。

(2)無呼吸テス ト
自発呼吸の消失の確・

p.は
、無呼吸テス トによつて行うこととなるが、当該テス トは、

動脈血二酸化炭素分圧が適切な値まで上昇するか否かが重要な点であつて、呼吸器を外

す時間経過に必ずしもとらわれるものではない点に留意すること。具体的には、血液ガ

ス分析を適時行い、無呼吸テス ト開始前に二酸化炭素分圧がおおよそ基準値の範囲 (35水

銀柱ミリメー トル以上 45水銀柱ミリメー トル以下)にあることを確かめた上で、二酸化

炭素分圧が60水銀柱ミリメー トル以上 (80水銀柱ミリメー トル以下が望ましい)に上昇し

たことの確認を行うこと。

無呼吸テス ト中は、血圧計、心電計及びパルスオキシメーターにより循環動態の把握

を行い、低血圧、不整脈等の反応が表れた場合には適切な処置を採ることとし、当該テ

ス トを継続することについての危険性があると判断された場合には、直ちに当該テス ト

を中止すること。

炭酸ガスでなく低酸素束1激によって呼吸中枢が刺激されているような重症呼吸不全の

患者に対しては無呼吸テス トの実施を見合わせること。

なお、臓器提供施設においては、無呼吸テス トの実施に当たって、呼吸管理に習熟し

た専門医師が関与するよう努めること。

(3)補助検査
補助検査については、家族等に対して脳死判定結果についてより理解を得るためのも

のとして意義が認められるが、簡便性や非侵襲性などの観点から、聴性脳幹誘発反応 (上

記報告書における聴性脳幹誘発電位検査法)が有用であり、施行規則第 2条第 5項に規定

されているように、できるだけ実施するよう努めること。

(4)判定医
脳死判定は、脳神経外科医、神経内科医、救急医又は麻酔・蘇生科・集中治療医であ

つて、それぞれの学会専門医又は学会認定医の資格を持ち、かつ脳死判定に関して豊富

な経験を有し、しかも臓器移植にかかわらない医師が 2名以上で行うこと。

臓器提供施設においては、脳死判定を行う者について、あらか じめ倫理委員会等の委

員会において選定を行うとともに、選定された者の氏名、診療科日、専門医等の資格、

経験年数等について、その情報の開示を求められた場合には、提示できるようにするも

のとすること。

(5)観察時間
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第 2回 目の検査は、第 1回 目の検査終了時から 6時間以上を経過した時点において行

うこと。

(6)その他
いわゆる脳低温療法については、脳卒中や頭部外傷等の脳障害の患者に対する新しい

治療法の一つであり、脳死した者を蘇生させる治療法ではないこと。

また、脳死判定を開始するに当たつては、それ以前に原疾患に対して行い得るすべて

の適切な治療が行われたことが当然の前提となるが、脳低温療法の適応については、主

治医が患者の病状等に応じて判断するべきものであり、当該治療法を行うことを脳死判

定の実施の条件とはしていないことに留意すること。

2 脳死の判定以後に本人の書面による意思が確認された場合の取扱い

第 7の 1の脳死判定基準と同じ基準によリー般の脳死判定がされた後に、本人の書面

による意思や家族の承諾が確認された場合については、その時点で初めて法に規定する

脳死判定を行う要件が備わると考えられることから、改めて、法に規定する脳死判定を

イテうこと。

3 診療録への記載
法に規定する脳死判定を行つた医師は、法第 10条第 1項に規定する記録を作成しなけ

ればならないことは当然であるが、当該記録とは別に、脳死判定の検査結果について息

者の診療録に記載 し、又は当該記録の写 しを貼付すること。

第 8 死亡時刻に関する事項
法の規定に基づき脳死判定を行った場合の脳死した者の死亡時刻については、脳死判

定の観察時間経過後の不可逆性の確認時 (第 2回 目の検査終了時)と すること。

第 9 臓器摘出に至らなかつた場合の1日死判定の取扱いに関する事項
法の規定に基づき、臓器摘出に係る脳死判定を行い、その後移植に適きない等の理由

により臓器が提供されない場合においても、当該脳死が判定された時点 (第 2回 目の検査

終了時)を もって「死亡」とすること。

第 10 移植施設に関する事項

1 脳死した者の身体から摘出された臓器の移植の実施については、移植関係学会合同委
員会において選定された施設に限定すること。

2 移植関係学会合同委員会における選定施設が臓器移植ネットワークにおける移植施設
として登録され、その施設だけに臓器が配分されること。

3 移植施設の見直し・追加については、移植関係学会合同委員会における選定を踏まえ
て適宣行われること。

第 11 死体からの臓器移植の取扱いに関するその他の事項

1 公平・公正な臓器移植の実施
移植医療に対する国民の信頼の確保のため、移植機会の公平性の確保と、最も効果的

な移植の実施という両面からの要請に応えた臓器の配分が行われることが必要であるこ

とから、臓器のあつせんを一元的に行う臓器移植ネットヮークを介さない臓器の移植は

行つてはならないこと。また、海外から提供された臓器についても、臓器移植ネットワ

ークを介さない臓器の移植は行つてはならないこと。

なお、角膜については、従来どおり、アイバンクを通 じて角膜移植を行うものとする

こと。

2 法令に規定されていない臓器の取扱い

臓器移植を目的として、法及び施行規則に規定されていない臓器を死体 (脳死した者の

身体を含む。)か ら摘出することは、行つてはならないこと。

3 個人情報の保護
移植医療関係者が個人情報そのものの保護に努めることは当然のことであるが、移植

医療の性格にかんがみ、臓器提供者に関する情報と移植患者に関する情報が相互に伝わ

ることのないよう、細心の注意を払うこと。

4 摘出記録の保存
臓器の摘出に係る法第 10条第 1項の記録については、摘出を行った医師が所属する医

療機関の管理者が保存することとされているが、当該摘出を行つた医師が所属する医療

機関以外の医療機関において臓器の摘出が行われた場合には、臓器の摘出の記録の写し

を当該摘出が行われた医療機関の管理者において保存すること。

5 検視等
犯罪捜査に関する活動に支障を生ずることなく臓器の移植の円滑な実施を図るという

観点から、医師は、法第 6条第 2項 に係る判定を行おうとする場合であつて、当該判定
の対象者が確実に診断された内因性疾患により脳死状態にあることが明らかである者以

外の者であるときは、速やかに、当該者に対し法に基づく脳死判定を行う旨を所轄警察

署長に連絡すること。なお、この場合、1日死判定後に行われる医師法 (昭和 23年法律第
201号 )第 21条に規定する異状死体の届出は、別途行うべきものであること。

医師は、脳死した者の身体について刑事訴訟法 (昭和 23年法律第 131号 )第 229条第 1

項の検視その他の犯罪捜査に関する手続が行われるときは、捜査機関に対し、必要な協

力をするものとすること。

医師は、当該手続が行われる場合には、その手続が終了した旨の連絡を捜査機関から

受けた後でなければ、臓器を摘出してはならないこと。

第 12 生体からの臓器移植の取扱いに関する事項               '
1 生体からの臓器移植は、健常な提供者に侵襲を及ぼすことから、やむを得ない場合に



例外として実施されるものであること。生体から臓器移植を行う場合においては、法第 2

条第 2項及び第 3項、第 4条、第 11条等の規定を連守するため、以下のとおり取り扱う

こと。

2 臓器の提供の申し出については、任意になされ他からの強制でないことを、家族及び
移植医療に関与する者以外の者であつて、提供者の自由意思を適切に確認できる者に

より確認しなければならないこと。

3 提供者に対しては、摘出術の内容について文書により説明するほか、臓器の提供に伴
う危険性及び移植術を受ける者の手術において推定される成功の可能性について説明を

行い、書面で提供の同意を得なければならないこと。

4 移植術を受けて摘出された肝臓が他の患者の移植術に用いられるいわゆるドミノ移植
において、最初の移植術を受ける急者については、移植術を受ける者としてのほか、提

供者としての説明及び同意の取得を行わなければならないこと。

5 移植術を受ける者に対して移植術の内容、効果及び危険性について説明し書面で同意
を得る際には、併せて提供者における臓器の提供に伴う危険性についても、説明しなけ

ればならないこと。

6 臓器の提供者が移植術を受ける者の親族である場合は、親族関係及び当該親族本人で
あることを、公的証明書により確認することを原則とし、親族であることを公的証明書

により確認することができないときは、当該施設内の倫理委員会等の委員会で関係資料

に基づき確認を実施すること。

細則 :本人確認のほか、親族関係について、戸籍抄本、住民票又は世帯単位の保険証に

より確認すること。別世帯であるが戸籍抄本等による確認が困難なときは、少なくと

も本籍地が同一であることを公的証明書で確認すべきであること。

7 親族以外の第二者から臓器が提供される場合は、当該施設内の倫理委員会等の委員会
において、有償性の回避及び任意性の確保に配慮し、症例ごとに個別に承認を受けるも

のとすること。

細則 :倫理委員会等の委員会の構成員にドナー・レシピエントの関係者や移植医療の関

係者を含むときは、これらの者は評決に力]わらず、また、外部委員を加えるべきであ

ること。

細則 :生体腎移植においては、提供者の両腎のうち状態の良いものを提供者に止めるこ

とが原則とされている。したがって、親族以外の第二者から腎臓が提供される場合に

おいて、その腎臓が医学的に摘出の必要のない疾患を有するときにも、本項が適用さ

れる。

8 疾患の治療上の必要から腎臓が摘出された場合において、摘出された腎臓を移植に用
いるいわゆる病腎移植については、現時点では医学的に妥当性がないとされている。し

たがつて、病腎移植は、医学・医療の専門家において一般的に受け入れられた科学的原

則に従い、有効性及び安全性が予測されるときの臨床研究として行う以外は、これを行

つてはならないこと。また、当該臨床研究を行う者は「臨床研究に関する倫理指針」 (平

成 16年厚生労働省告示第 459号)に規定する事項を連守すべきであること。さらに、研

究実施に当たつて,適正な手続の確保、臓器の提供者からの研究に関する問合せへの的
確な対応、研究に関する情報の適切かつ正確な公開等を通じて、研究の透明性の確保を

図らなければならないこと。

第 13 組織移植の取扱いに関する事項

法が規定しているのは、臓器の移植等についてであつて、皮膚、血管、心臓弁、骨等

の組織の移植については対象としておらず、また、これら組織の移植のための特段の法

令はないが、通常本人又は遺族の承諾を得た上で医療上の行為として行われ、医療的見

地、社会的見地等から相当と認められる場合には許容されるものであること。

したがつて、組織の摘出に当たっては、組織の摘出に係る遺族等の承諾を得ることが

最低限必要であり、遺族等に対して、摘出する組織の種類やその目的等について十分な

説明を行った上で、書面により承諾を得ることが運用上適切であること。

※ 第 12の 6及び 7の細則については、「臓器の移植に関する法律の運用に関する指針」
の詳細として、別途、臓器移植対策室長から通知している。

―
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行
う
こ
と
が
で
き
る
ｃ

「

判
謝
「
洲
「
コ
コ
到
Ц
測
鋼
潤
引

る‐
目
刷
劉
ヨ
ロ
「
割
轟
剰
Ｊ

て―

い
る
場
合
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
者
が
前
項
の
判
定
に
従
う
意
思
が
な
い

刊

馴

日

「

ｄ

引

郵

劉

鮒

矧

刻

烈

到

冽

Ｎ

召

当

到

コ

釧

∃

麹

召

劉

列

劉

網

劃

浙

∃

劇

ヨ

「

り

割

調

易

珂

剣

硼

劃

「

二‐

劃
之
「
国
判
珂
釧
コ
コ
細
翻
切
到
ヨ
翻
０
日

―こ―
引
馴
コ
Ｊ
劇

劇
∃
幻
硼
樹
劃
該
司
側
鋼
凋

こ―
引
∃
コ
倒
■
目
到
刻
「
和
劉
場

剣
コ
例
「
川
到
劇
劃
封
剰
割
ヨ
ｑ
劃
倒
相
釧
剖
日
翻
鯛
Ｈ
ョ
日

司
「
劃
劇
刻
場
倒
引
側
徊
匈
刊
司
ヨ
「
冽
湖
割
り
召
幻
国
訊

半Ｕ‐

定
を
行
う

こ
と
を
書

面
に
よ
り
承
諾
し
て
い
る
と
き
。

４
～
６

　

（略
）

（親
族

へ
の
優
先
提
供
の
意
思
表
示
）

３
ｄ
測
剰
捌
劃
ヨ
馴
Ч
倒
剛
劇
剌

―
ン
‐
刊
劇
り
釧
コ
凶
Ц
劇
剌
―
ノ
‐
劃
「
劃
劃
引
創
「
国
＝

召
凋
コ
目
倒
ｑ
剰
ヨ
＝
馴
例
刊
ｄ
刊
調
列
凋
口
釧
制
欄
副
認
圃
製
瑚
日
例
刻
的
凋
∃
翻
咽
引

る
意
思
を
書
面
に
よ
り
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（臓
器
の
摘
出
の
制
限
）

第
七
条
　
医
師
は
、
剣
州
刻

の
規
定
に
よ
り
死
体
か
ら
臓
器
を
摘
出
し
よ
う
と

二

日

当

剰

目

馴

矧

劇

月

日

引

測

旧

州

∃

日

目

劃

剛

コ

□

コ

ｕ

「

¶

瘍

含

劇

「

「

引

凋

割

幽

剰

ｄ

割

判

ｄ

ｇ

Я

剰

姻

∃

訓

劃

倒

剰

引

調

コ

ゴ

倒

易

司

州

倒

ｄ

劇

制

Л

川

¶

ョ

側

到

割

る
。

４
～
６
　
　
（略
）

〔新
設
〕

（臓
器
の
摘
出
の
制
限
）

第
七
条
　
医
師
は
、
詞
刻

の
規
定
に
よ
り
死
体
か
ら
臓
器
を
摘
出
し
よ
う
と
す



す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
死
体
に
つ
い
て
刑
事
訴
訟
法

（昭
和
二
十
三
年

法
律
第
百
三
十

一
号
）
第
二
百
二
十
九
条
第

一
項
の
検
視
そ
の
他
の
犯
罪
捜

査
に
関
す
る
手
続
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
当
該
手
続
が
終
了
し
た
後
で
な
け

れ
ば
、
当
該
死
体
か
ら
臓
器
を
摘
出
し
て
は
な
ら
な
い
。

川

例

樹

国

周

―こ―

関

引

劉

引

列

『

「

ｄ
矧
輛
倒
凶
厠
洲
コ
剣
「
副
劃
翻
躙
「
測
酬
∃
劉
到
ｄ
州
馴
劃
引
ｄ
■―
「
引
Ｊ
移
相
用
剛
「
側

刑
¶
測
引
剣
測
劇
濶
＝
町
馴
馴
捌
引
「
ｕ
刹
冽
倒
Ч
側
租
馴
引
ｑ
目
劇
周
鞘
倒
網
冽
測
罰
『
剰

訓
罰
糊
倒
馴
園
目
綱
厠
明
の
胴
悧
翻
図
君
罰
樹
「
ｑ
詞
劃
到
引
剣
コ
川
剰
釧
Ч
剖
刻
判
「
倒
ｄ

引
刻
潤
「
―
移
濶
桐
日
列
口
目
到
引
剣
引
剌
制
釧
馴
剣
割
別
ｕ
司
測
嗣
翻
劉
判
引
悧
国
倒
鋼
詞

引
刻
測
洲
ｕ
劃
引
ｑ
ｌ

附
　
則

曇

劃

る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
死
体
に

つ
い
て
刑
事
訴
訟
法

（昭
和
二
十
三
年
法

律
第
百
三
十

一
号
）
第
二
百
二
十
九
条
第

一
項
の
検
視
そ
の
他

の
犯
罪
捜
査

に
関
す
る
手
続
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
当
該
手
続
が
終
了
し
た
後
で
な
け
れ

ば
、
当
該
死
体
か
ら
臓
器
を
摘
出
し
て
は
な
ら
な

い
。

〔新
設
〕

日
朝
日
目
「

曇ヨ期
劉

目

日

劃

剛

ョ

当

羽

可

ｎ

ｄ

刻

刷

ａ

劃

●

ヨ

剣

副

刊

剰

∃

「

瓢

引

劇

召

馴

謝

易

到

湖

ゴ

刊

日

姻

う

認

鼎

到

附

貝」

い

て

書

面

に

よ

り

い

る

と

き

‐ン



四

た
者

の
身
体
以
外

の
死
体
か
ら
摘
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
ｃ

２
　

一馴
項

の
規

定

に

よ

り

死
体

か
ら

眼

球

又

は

腎

鵬

を

捕

出

す

る
場

合

に

お

い

ｇ

「

刹

刻

珊

ヨ

凹

「

日

Ｚ

剣

「

酬

剌

∃

烈

「

日

「

『

劇

州

調

回

コ

裂

「

劃

引

「

と―

引

矧

州

訓

則

割

易

刹

コ

ｑ

州

割

翼

刹

コ

η

∃

賽

倒

コ

錮

劃

到

と
―

引

Я

司

洲

酬

劉

劇

菊

一
項

の
規

定

に

よ

る
」

と

読

み
替

え

て
、

こ
れ

ら

の
規

定

（
こ
れ

ら

の
規

定

に
係

る
罰

見

を

含

む
ｃ
）

を

適

用

す

る
ｃ

川
硼

日

日

「

第
五
条

　

（略
）

第
五
条

　

（略
）

（検
討
）

５
　
政
府
は
、
虐
待
を
受
け
た
児
童
が
死
亡
し
た
場
合
に
当
該
児
童
か
ら
臓
器

（臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
第
五
条
に
規
定
す
る
臓
器
を
い
う
。
）
が
提
供
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
移
植
医
療
に
係
る
業
務
に
従
事
す
る
者
が
そ
の
業
務
に
係
る
児
童
に
つ
い
て
虐
待
が
行
わ
れ
た
疑
い
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
、
及

び
そ
の
疑
い
が
あ
る
場
合
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
の
方
策
に
関
し
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。



国会における臓器の移植に関する法律の一部を改正する法律
に関する主な質疑について

(※ 衆議院本会議及び参議院本会議における中間報告より抜粋)

○親族への優先提供について

口公平性の確保という臓器移植法の基本理念に反するのではないかとの意見に対しては、

臓器移植を待つている身内の方がいる場合、その身内に臓器を提供したいという気持

ちにも配慮すべきとの観点から、その範囲を親子と配偶者に限定しつつ、親族への優

先提供を認めることとしたとの答弁。(5ページ参照)

〇小児からの臓器提供について

・虐待を受けて脳死となった児童からの臓器摘出を防ぐ手だてをどうするのかとの質疑

に対し、主治医による診察等である程度の防止が図られるが、外部機関への委託等を

含めた検査の仕組みも考えられるとの答弁。(5ページ参照)

○意思不明者からの臓器提供について

日本人の生前の意思が不明であっても家族の承諾で臓器移植を可能とすることとした理

由は何かとの質疑に対し、身近な家族が本人の意思をそんたくすることが本人の意思

の尊重につながるものであり、諸外国の立法例でも多くの国が家族の承諾で臓器移植

を可能としていることから、そのような仕組みにしたとの答弁。(5ページ参照)
日本人の意思が不明の場合に遺族の承諾による臓器提供を認めるのはなぜかとの質疑に

対しては、臓器提供数が少ない状況で海外渡航移植や生体間移植が行われているとい

う現状がある一方で、最近の世論調査の結果等から、家族の承諾で脳死判定t臓器移
植ができるということについて国民の理解が広がっていると考えられるとの答弁。

(10ページ参照)

○脳死を人の死とすることについて

・脳死を人の死とすることに社会的合意ができているのかとの質疑に対して、平成四年

の脳死臨調の最終答申において、脳死を人の死とすることについてはおおむね合意が

得られており、新聞社の世論調査の結果においても、脳死を人の死と判定してよいと

の回答が約六割に達しているとの答弁。(4ページ参照)

-1-



・「脳死した者の身体」を定義した条文を改正して脳死を人の死と法律で規定しているの

ではないかとの指摘に対し、法的脳死判定は臓器移植を行う場合に限定されており、

法的脳死判定については本人または家族が拒否できる仕組みとなつているとの答弁。

(4～ 5ページ参照)

・第六条第二項の脳死した者の身体の定義において、「その身体から移植術に使用される

ための臓器が摘出されることとなる者であって」との文言を削除したのはなぜかとの

質疑に対し、脳死は人の死であることについておおむね社会的に受容されているとす

る脳死臨調の最終答申や近年のアンケー ト調査の結果を踏まえ、脳死は一般に人の死

であるとの考え方を前提に、この考え方によりら、さわしい表現となるよう文言を削除

したとの答弁。(10ページ参照)

○その他の事項について (10ページ参照)

・第六条第二項の脳死した者の身体の定義の変更が実際に臓器移植にかかわる家族に与

える影響

・子どもの意思表示と親の代諾について子どもの年齢に応じたきめ細やかな対応が図ら

れる必要性

・被虐待児からの臓器提供を防止する方策

`長期脳死事例に対する認識

・臓器提供者の家族に対する心のケアの重要性

・臓器移植に関して知的障害者等の権利が侵害されないようにすることの重要性

・生体移植に関する法整備の必要性

-2-



平
成
二
十

一
年
六
月
九
日

（火
曜
日
）

平
成
二
十

一
年
六
月
九
日

午
後

一
時
　
本
会
議

○
本
国
の
会
議
に
付
し
た
案
件

厚
生
労
働
委
員
会
に
お
い
て
審
査
中
の
臓
器
の
移
植
に

関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（第
百
六

十
四
回
国
会
，
中
山
太
郎
君
外
五
名
提
出
）
、
寂
器

の
移
植
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
（第
百
六
十
四
回
国
会
，
石
井
啓

一
君
外

一
名
提

出
）
．
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
（第
百
六
十
八
回
国
会
、
金
田
誠

一
言

外
二
名
提
出
）
及
び
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（根
本
匠
君
外
六
名
提
出
）

の
四
案
に
つ
き
委
員
長
の
中
間
報
告
を
求
め
る
の
動

議
（谷
公

一
君
提
出
）

臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
（第
百
六
十
四
回
国
会
、
中
山
太
郎
君
外
五
名
提

出
）
、
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正

す
る
法
律
案

（第
百
六
十
四
回
国
会
、
石
井
啓

一
君

外

一
名
提
出
）
、
腋
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の

一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
（第
百
六
十
八
回
国
会
、
金

○
聯
百
七
十
一錮

品鷲
鎌
鸞
脱
△
受
講
属
郵
　
第
三
十
七
号

平

成

二

十

一
年

六

月

九

日

号
外

田
繊

一
君
外

二
名
提
出
）
及
び
臓
器
の
移
鮒
に
関
す

る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（根
木
匠
君
外

六
名
提
出
）
に
つ
い
て
の
厚
生
労
働
委
員
長
の
中
間

報
告

厚
生
労
働
委
員
長
の
中
間
報
告
に
関
連
す
る
中
山
太
郎

君
、
石
井
啓

一
召
、
阿
部
知
子
君
及
び
根
本
匠
書
の

発
言

午
後

一
時
三
分
開
議

○
議
長
（河
野
洋
平
君
）

こ
れ
よ
り
会
議
を
――――
き
ま
す
。

○
谷
公

一
君
　
中
間
報
告
を
求
め
る
動
議
を
提
出
い
た
し

ま
す
。

こ
の
際
、
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
い
て
審
査
中
の
第
百

六
十
四
回
国
会
、
中
山
太
郎
君
外
五
名
提
出
、
艘
器
の
移

価
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
実
（い
わ
ゆ

る
Ａ
案
）
、
第
百
六
十
四
回
国
会
、
石
井
啓

一
言
外

一
名

提
出
、
艘
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
（い
わ
ゆ
る
Ｂ
案
）
、
第
百
六
十
八
回
国
会
、
金
田

誠

一
君
外
二
名
提
出
、
幌
器
の
移
ｍ
に
関
す
る
法
椰
の

一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
（い
わ
ゆ
る
Ｃ
資
）
及
び
根
本
匠
〓

外
六
名
提
出
、
出
器
の
じ
植
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
（い
わ
ゆ
る
Ｄ
染
）
の
四
案
に
つ
い
て
委
員

長
の
中
間
報
告
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

○
議
長
（河
野
洋
平
君
）

谷
公

一
君
の
動
機
に
賛
成
の
格

甘
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

（賛
成
者
起
十
〕

０
議
長
（河
野
洋
平
君
）

起
立
多
数
。
よ
っ
て
、
動
縦
の

と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
（第
百
六
十
四
回
国
会
，
中
山
太
郎
君
外
五

名
提
出
）
、
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の

一
部

を
改
正
す
る
法
律
案
（第
百
六
十
四
回
国
会
、
石

井
啓

一
君
外

一
名
提
出
）
、
臓
器
の
移
植
に
関
す

る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（第
百
六
十

八
回
国
会
，
金
田
誠

一
君
外
二
名
提
出
）
及
び
臓

一　　喘駒碑獅訂抑綺』揚『喘】一］̈
囃颯け』時

労
働
委
員
長
の
中
間
報
告

○
議
長
（河
野
洋
平
君
）

第
百
六
十
四
回
国
会
，
中
山
太

郎
君
外
五
名
提
出
、
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の

一
部

を
改
正
す
る
法
律
案
、
第
百
六
十
四
回
国
会
、
石
井
啓

一

君
外

一
名
提
出
、
限
器
の
移
拙
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
、
第
百
六
十
八
回
国
会
、
金
田
誠

一
君

外
二
名
提
出
、
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改

正
す
る
法
ｌｌｌ
案
、
根
本
匠
君
外
六
名
提
出
、
臓
器
の
移
植

に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
、
若
四
案
に

つ
い
て
厚
生
労
働
委
員
長
の
中
間
報
告
を
求
め
ま
す
。
厚

生
労
働
安
員
長
田
村
意
久
君
。

〔田
村
憲
久
君
登
壇
〕

○
田
村
憲
久
君
　
た
だ
い
ま
、
院
議
に
よ
り
ま
し
て
。
中

山
太
郎
日
外
五
名
提
出
の
臓
器
の
移
価
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
、
石
井
啓

一
Ｂ
外

一
名
提
出
の

Ｒ
器
の
移
植
に
関
す
る
法
徹
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
、
金
田
誠

一
君
外
二
名
提
出
の
臓
器
の
移
植
に
関
す
る

法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
及
び
根
本
匠
君
外
六
名

提
出
の
臓
器
の
移
縦
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
の
各
案
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
け
る

審
査
の
中
間
報
告
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
御
報
告
中

し
上
げ
ま
す
。

最
初
に
、
各
案
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
御
説
明
中
し
上

げ
ま
す
。

ま
ず
、
中
山
君
提
出
案
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

中
山
君
提
出
案
は
、
移
柑
の
た
め
の
臓
器
摘
出
及
び
脳

死
判
定
に
係
る
要
件
に
つ
い
て
、
本
人
の
生
前
の
臓
器
の

提
供
等
の
意
思
が
不
明
の
場
合
に
、
遣
族
等
が
替
面
に
よ

外 )(号報官

剃
瑞・キ．唯
蝶
．野
佐
〆
編

ｖＩ
厩
一エ
ー
一
生Ｉ
ハ月
〓
４
日
　
甕分
銀
瞭
ム
〓場雪
球
筑
〓
一，す
十占
万
　
剛
倒
¨
¨
珈
狙
脚
雌
螂
れ
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諸
撤
飾
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』
喘
畔
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翻
蘭
財
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崚
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坤
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釧
珈
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皿
釧
ｂ
針
鰤
虻
刊
肘
帰
車
榔
脇
出．獅
ン
艶
愉
情
％
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嘲
囃
峰
剣
獅
ド
叶
卿
刊

破
ネ
Ｌ
■
外
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名
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出
）
に

つ
い
て
の
厚
生
労
働
吝
員
長
の
中
間
鮒
告
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ＷＩ
厩
一
エ
ー
一
生
上
ハ
月
〓
空
日
　
墓
歪
崚
陣
パ
パ
嘘叫
轍
笛
笙
千
十
一
ど
ヽ
　
血
軸
¨
咄
珈
確
制
け
幹
出
卸
ル
出一刊
議
撤
駆
粁
鵬
」
喘
雌
確
翻
歯
獣
叶
刊
血
錮
い
．
中
山
太
郎
む
外
五
名
提
出
）、
は
器
の
移
植
に
関
す
る
法
仰
の
一部
を
改
正
す
る
法
繰
案
（■
百
六
十
四
回

一正
す
る
法
＝
賓
（第
百
六
十
八
回
Ш
会
，
金
田
よ

一
君
外

二
６
提
出
）
及
び
員
器
の
移
植
に
関
す
る
法
椰
の

一

薇
ホ
匠
君
外
六
名
提
出
）
に
つ
い
て
の
厚
生
労
働
養
員
長
の
中
間
報
告

り
承
詰
し
た
場
合
を
加
え
る
等
の
措
置
を
請
じ
よ
う
と
す

る
も
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
、

第

一
に
、
移
植
の
た
め
の
臓
器
摘
出
の
要
件
に
つ
い

て
、
本
人
が
生
前
に
書
面
に
よ
っ
て
臓
器
の
提
供
意
思
を

表
示
し
て
い
る
場
合
に
加
え
、
本
人
が
書
而
に
よ
っ
て
臓

器
の
提
供
を
拒
否
す
る
意
思
を
表
示
し
て
い
る
以
外
の
場

合
で
あ
っ
て
、
遺
族
が
書
面
に
よ
り
承
詰
し
て
い
る
場
合

と
す
る
こ
と
、

第
二
に
、
本
人
が
臓
器
提
供
の
意
思
を
表
示
す
る
場
合

に
お
い
て
、
親
族
に
対
し
て
優
先
的
に
臓
器
を
提
供
す
る

意
思
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

等
で
あ
り
ま
す
。

次
に
．
石
井
君
提
出
案
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

石
井
君
提
出
案
は
、
移
植
の
た
め
の
臓
器
の
提
供
及
び

脳
死
判
定
に
従
う
意
思
に
つ
い
て
、
十
二
歳
以
上
の
者
が

意
思
表
示
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
等
の
措
置
を
請
じ
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
、

第

一
に
、
死
亡
し
た
者
が
生
存
中
、
移
植
の
た
め
に
臓

器
を
提
供
す
る
意
思
を
十
二
歳
に
達
し
た
後
に
書
面
に
よ

り
表
示
し
た
場
合
で
あ
つ
て
、
そ
の
旨
の
告
知
を
受
け
た

遺
族
が
拒
ま
な
い
と
き
ま
た
は
遣
族
が
な
い
と
き
は
、
医

師
は
、
臓
器
を
死
体
か
ら
摘
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
す
る
こ
と
、

第
二
に
、
本
人
が
臓
器
提
供
の
意
思
を
表
示
す
る
場
合

に
お
い
て
、
親
族
に
対
し
て
任
先
的
に
臓
器
を
提
供
す
る

意
思
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

等
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
金
田
君
提
出
案
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

金
田
君
提
出
案
は
、
臓
器
等
の
移
植
が
ヽ
人
権
の
保
障

等
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
か
ん

一
瑯
み
だ
『
詢
¨
』
師
一
噸
詢
れ
″
馴
物
割
け
一
制
剛
的
に

及
び
生
体
か
ら
の
臓
器
移
植
の
規
制
を
諸
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
、

第

一
に
、
脳
死
の
定
義
を
「脳
幹
を
含
む
脳
全
体
の
す

べ
て
の
機
能
が
不
可
逆
的
に
喪
失
す
る
こ
と
」
に
改
め
る

こ
と
、

第
二
に
一
組
織
の
移
柿
に
つ
い
て
は
、
脳
死
を
除
き
，

死
亡
し
た
者
が
生
存
中
に
、
組
織
を
提
供
す
る
意
思
を
絆

面
に
よ
り
表
示
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
道
族
が
こ
れ

を
拒
ま
な
い
と
き
等
に
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
、

第
二
に
，
生
体
の
臓
器
移
植
に
，
い
て
は
、
移
植
対
彙

者
の
配
偶
者
ま
た
は
二
現
等
以
内
の
血
族
が
艘
器
を
提
供

す
る
意
思
を
薔
面
に
よ
り
表
示
し
て
い
る
場
合
で
あ

っ

て
、
所
要
の
基
準
を
満
た
し
た
病
院
等
が
承
認
す
る
と
き

に
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
、

第
四
に
、
子
供
に
つ
い
て
の
臓
器
キ
の
移
植
に
つ
い
て

・

は
、
専
門
家
そ
の
他
広
く
国
民
の
意
見
を
求
め
つ
つ
検
肘

一

が
加
え
ら
れ
、
必
要
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
も
の
と
す
る

一
わ
れ
る
病
院
等
ｔ
お
い
て
、′
■
族
に
よ
る
虐
待
が
行
わ
れ

．
た
疑
い
が
あ
る
こ
と
等
の
移
植
医
療
の
適
正
を
害
す
る
お

そ
れ
の
あ
る
事
実
が
な
い
旨
の
確
認
が
さ
れ
て
い
る
場

合
、
医
師
は
、
臓
器
を
摘
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

す
る
こ
と
、

第
二
に
、
こ
の
法
１１１
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、

施
行
状
況
を
勘
案
し
、
臓
器
移
植
全
般
に
つ
い
て
検
討
が

加
え
ら
れ
、
必
要
な
捕
置
が
請
ぜ
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
す

る
こ
と

等
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
審
査
経
過
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

中
山
君
提
出
案
及
び
石
井
君
提
出
案
は
、
第
百
六
十
四

回
国
会
に
提
出
さ
れ
、
第
百
六
十
六
回
国
会
の
平
成
十
九

年
六
月
二
十
日
に
提
出
者
中
山
太
郎
君
及
び
斉
藤
鉄
夫
君

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
し
ま
し
た
。
ま

た
、
金
田
君
提
出
案
は
、
第
百
六
十
八
回
国
会
に
提
出
さ

れ
、
第
百
六
十
九
回
国
会
の
平
成
二
十
年
二
月
九
日
に
提

出
者
阿
部
知
子
君
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
し
ま
し

た
。こ

れ
ら
三
案
に
つ
い
て
は
、
第
百
六
十
六
回
国
会
か
ら

今
国
会
ま
で
、
本
委
員
会
の
も
と
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
臓

器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
害

査
小
委
員
会
に
お
い
て
、
参
考
人
か
ら
の
意
見
聴
取
及
び

・

質
疑
寄
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

小
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
一、
医
療
界
、
法
曹
界
、
宗

植

医
療

の
評
価
、
小
児
患
者

へ
の
移
植
に
関
す

る
諸
凛

題
、
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
年
齢
引
き
下
げ

の
是
非
、
被

虐
待
児
か
ら
の
臓
器
の
摘
出
の
防
止
策
、
脳
死
を
人
の
死

と
す
る
社
会
的
合
意
の
有
無
、
親
族
に
対
す
る
優
先
提
供

の
是
非
、
移
植

ツ
ー
リ
ズ

ム
の
削
減
に
向
け
た
国
際
的
勁

向
等
に
関
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
御
意
見
を
伺
い
ま
し
た
一

本
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
今
国
会
の
平
成
二
十

一

年
五
月
二
十

二
日
に
三

ッ
林
小
委
員
長
か
ら
小
委
員
会
に

お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
喘
点
等
の
中
間
報
告
を
聴
取
い

た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元

の
配
付
資
料
を
御
参
照
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
同
日
、
今
国

会
に
提
出
さ
れ
た
根
本
君
提
出
案

に
つ
い
て
、
提
出
者
根

本
匠
君
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、

五
月
二
十

七
日
及
び

六
月
五
日
に
、
各
案
に

つ
い

て
、
提
出
者
及
び
政
府

に
対
す

る
質
疑

を
行
う
と
と
も

に
、
五
日
に
つ
い
て
は
委
員
か
ら
の
発
言
が
行
わ
れ
ま
し

た
。次

に
、
各
案
に
つ
い
て
の
質
疑

の
概
要
に
つ
い
て
申
じ

上
げ
ま
す
。

中
山
君
提
出
案
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
脳
死
を
入

の
死
と
す
る
こ
と
に
社
会
的
合
意
が
で
き
て
い
る
の
か
と

の
質
疑
に
対
し
て
は
、
平
成
四
年

の
脳
死
臨
調
の
最
終
答

中
に
お
い
て
，
脳
死
を
人
の
死
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は

お
お
む
ね
合
意
が
得
ら
れ
て
お
り
、
新
聞
社

の
世
論
調
査

の
結
果
に
お
い
て
も
、
脳
死
を
人
の
死
と
判
定
し
て
よ
い

と
の
回
答
が
約
六
割
に
達
し
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

ま
た
、
中
山
君
提
出
案
で
は
、

「脳
死
し
た
者

の
身
体
」

を
定
義
し
た
条
文
を
改
正
し
て
脳
死
を
人
の
死
と
法
律
で

規
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
に
対
し
て
は
、
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法
的
脳
死
判
定
は
臓
器
移
植
を
行
う
場
合
に
阻
定
さ
れ
て

お
り
、
法
的
脳
死
判
定
に
つ
い
て
は
本
人
ま
た
は
家
族
が

拒
否
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

さ
ら
に
，
本
人
の
生
前
の
意
思
が
不
明
で
あ

っ
て
も
家

族
の
承
諸
で
臓
器
移
植
を
可
能
と
す
る
こ
と
と
し
た
理
由

は
何
か
と
の
質
疑
に
対
し
て
は
、
身
近
な
家
族
が
本
人
の

意
思
を
そ
ん
た
く
す
る
こ
と
が
本
人
の
意
思
の
尊
■
に
つ

な
が
る
も
の
で
あ
り
、
諸
外
国
の
立
法
例
で
も
多
く
の
国

・

が
家
族
の
承
階
で
臓
器
移
植
を
可
能
と
し
て
い
る
こ
と
が

・
態
が
判
断
で
き
る
と
す
る
根
拠
は
何
か
と
の
質
疑
に
対
し

て
は
、
中
学
校
に
上
が
る
程
度
の
年
齢
に
な
れ
ば
、
臓
器

提
供
に
つ
い
て
自
己
決
定
で
き
る
子
供
も
い
る
と
考
え
て

お
り
、
あ
く
ま
で
臓
器
提
供
の
■
思
表
示
を
で
き
る
年
船

を
十
二
歳
以
上
に
し
て
、
臓
器
移
植
の
道
を
開
く
こ
と
と

し
た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

．
疑
に
対
し
て
は
、
制
川
の
な
い
ガ
イ
ト
ラ
イ
ン
で
は
、
こ

れ
ら
か
連
守
さ
れ
な
い
蝸
台
が
あ
る
こ
と
、
生
体
か
ら
の

臓
器
摘
出
の
透
明
性
、
公
平
性
の
確
保
が
世
界
保
皿
機
関

の
策
定
予
定
の
指
針
に
沿

っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
法

律
事
項
と
し
た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

脳
死
判
定
基
準
を
搬
密
化
す
る
こ
と
で
移
植
数
が
現
行

・

よ
り
減
少
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
■
疑
に
対
し
て
は
、

一
が
、
中
山
君
提
出
案
で
も
同
様
の
■
態
が
生
じ
る
と
の
答

．
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
臓
器
移
柚
に
係
る
要
件
を
十
五
歳
で
区
分
す

る
こ
と
の
根
拠
、
国
民
が
そ
の
説
明
を
理
解
で
き
る
か
と

の
質
疑
に
対
し
て
は
、
民
法
上
の
遺
言
可
能
年
齢
を
参
考

に
し
て
い
る
現
行
制
度

の
枠
組
み
を
路
襲
し
て
い
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

虐
待
を
受
け
た
児
童
か
ら
の
臓
器
摘
出
を
防
ぐ
手
だ
て

に
つ
い
て
は
、
児
驚
虐
待
防
止
法
に
基
づ
く
虐
待
防
止

の

手
引
の
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る
ｍ
認
年
を
想
定
し
て
い

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
病
院
等

に
設
け
ら
れ
る
第
二
者
委
員
会
の
構
成

は
ど
う
な
る
の
か
と
の
質
疑
に
対
し
て
は
、
主
治
Ｌ
、
判

定
医
以
外
の
暉
疲
従
事
者
や
弁
護
士
等
が
想
定
さ
れ
る
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

臓
器
提
供
に
際
し
て
の
親
族

へ
の
優
先
提
供
を
設
け
な

い
理
由
は
何
か
と
の
質
疑
に
対
し
て
は
、
現
行
法
の
基
本

理
念
で
あ
る
移
植
機
会
の
公
平
性

の
確
保
に
反
す
る
た
め

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

臓
器
移
植
数
の
増
加
見
込
み
に
つ
い
て
は
、
数
値
で
答

え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
新
た
に
道
が
出
か
れ
る
十

五
歳
未
満
の
音
に

つ
い
て
、
急
激
な
移
植
数
の
増
加
は
見

込
ま
れ
な

い
と
考

え
て
お
り
、
十
五
歳
以
上

の
音
を
含

め
、
靭
行
性
の
高
い
運
転
免
許
柾
釘
に
意
思
表
示
欄
を
般

け
る
等

の
普
及
啓
兄
を
通
じ
て
ふ
え
て
い
く
こ
と
を
期
待

す
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
政
府
に
対
し
て
は
、
小
児
の
救
急
医
療
体
制
、

特
に
■
症
思
者

の
た
め
の
小
児
集
中
治
療
■
を
整
鮒
す
る

必
要
性
、
ま
た
、
ト
ナ
ー
カ
ー
ド
等
に
よ
る
臓
賠
の
提
供

意
思
の
表
示
機
会

の
拡
充
や
臓
器
移
仙
に
関
す
る
国
民
の

理
解
を
深
め
る
必
要
性
、
さ
ら
に
は
、
小
児
の
臓
器
移
植

報 外 )(号官

Ｖ
■
灰

一
工
‐

一
生
Ｉ
ハ
月

・九

月

　

舟
金
融
牌
Ｘ
〓
鑑
露
詠
筑
〓

一ｉ†
七

日可
　

耐
倒
］
岬
枷
狐
悧
岬
“
制
脚
帥
肝
痢
帰
蝸
姉
叫
嘔
証
鴇
肥
響
脚
細
肛
ｎ
脚
獅
脚
』
Ｔ
鰤
脚
漱
脚
割
釧
枷
％
釧
蜘
ノ、）
ｒ
順
酬
ｂ
卸
鰤
肛
Ⅷ
付
帰
珊
帥
膨
卜
測
難
勲
怖
衡
」
晰
喝
職
峨
樹
州
猷
付

硼
刊
　
　
　
一二

Ш
＝
倍
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官 報  (号 外)

平
成
二
十

一
年
六
月
九
日
　
衆
議
院
会
蹴
録
第
二
十
七
号
　
厚
生
労
働
委
員
長
の
中
間
報
告
に
関
連
す
る
中
山
太
郎
君
、
石
井
啓

一
君
‐
阿
部
知
子
君
及
び
根
本
匠
君
の
発
ｉ

に
つ
い
て
道
が
出
か
れ
た
場
合
の
小
児
科
医
を
初
め
と
す

る
医
療
現
場
に
対
す
る
支
援
の
方
策
等
に
つ
い
て
質
疑
が

行
わ
れ
ま
し
た
．

な
お
、
六
月
五
日
に
は
、
各
案
に
つ
い
て
、
各
委
員
の

発
言
の
場
が
あ
り
ま
し
た
が
、
各
案
に
対
す
る
賛
否
の
表

明
の
ほ
か
、
人
の
生
死
に
か
か
わ
る
臓
器
移
植
の
問
題
に

つ
い
て
は
す
べ
て
の
議
員
が
議
論
し
て
判
断
す
べ
き
と
の

意
見
、
現
行
法
の
成
立
か
ら
十
二
年
が
経
過
し
て
い
る
こ

と
か
ら
今
国
会
に
お
い
て
結
論
を
出
す
の
が
国
会
の
責
務

で
あ
る
と
の
意
見
、
臓
器
移
値
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
服

題
を
整
理
す
る
た
め
に
佃
重
審
議
を
求
め
る
意
見
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に

一
言
申
し
上
げ
ま
す
が
、
現
行
の
臓
器
移
植
法

で
は
、
法
施
行
後
、
三
年
を
目
途
に
検
討
す
る
こ
と
と
さ

れ
な
が
ら
、
既
に
十

一
年
余
り
が
経
過
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
間
、
四
つ
の
改
正
案
が
提
出
さ
れ
、
厚
生
労
働
委
員

会
に
お
き
ま
し
て
は
、
真
剣
な
出
論
が
行
わ
れ
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
結
論
を
典
約
す
る
に
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
以
上
の
放
置
は
立
法
府
と
し
て
許

さ
れ
ま
せ
ん
。
今
国
会
で
何
ら
か
の
結
論
を
出
す

こ
と

が
．
我
々
本
院
議
員
に
与
え
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
臓
器
移
植
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
冊
々
人
の
倫
理

観
等
が
問
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
議
員
各
位
の
慣
重
な
判

断
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
付
言
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。以

上
を
も
ち
ま
し
て
、
艘
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
各
案
に
つ
い
て
の
中
間
報
告

と
い
た
し
ま
す
。
（拍
手
）

一　厚書［『一脚睛っ紳Ⅷ同躊庫副剌”』牌榊は

０
躙
長
（河
野
洋
平
君
）

た
だ
い
ま
の
厚
生
労
働
委
員
長

の
中
間
報
告
に
関
連
し
て
、
四
案
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

発
一百
を
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
順
次
こ
れ
を
許
し
ま

す
。
中
山
太
郎
君
。

〔中
山
太
郎
君
登
壇
〕

○
中
山
太
郎
君
　
Ａ
案
提
出
者
の
中
山
太
郎
で
ご
ざ
い
ま

す
。臓

器
移
植
に
関
し
ま
し
て
、
現
行
の
臓
器
移
植
法
が
成

立
し
ま
し
て
か
ら
、
は
や
十

一
年
余
り
が
経
過
し
て
、
現

在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
艘
器
移
柑
を
受
け

な
け
れ
ば
助
か
ら
な
い
多
く
の
患
者
た
ち
、
と
り
わ
け
、

国
内
で
移
植
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
小
児
の
患
者
が
海
外

第
二
回
目
の
法
的
脳
死
判
定
の
際
に
家
族
が
臓
器
提
供
を

拒
否
し
た
場
合
に
は
、
た
と
え
脳
死
と
判
定
さ
れ
て
お
り

ま
し
て
も
職
器
移
植
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

場
合
、
そ
の
忠
者
は
医
療
保
険
に
よ

っ
て
治
波
を
引
き
続

き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
、

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、

Ｄ
の
各
案

が
議
論
さ
れ

て
お

り
、
私
ど
も
の
Ａ
案
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
ご
ざ

い
ま
す
。

私
は
、
今
日
の
日
本
の
脳

・
循
環
器
系
の
、
糀
成
の
あ

る
、
最
高
機
関
で
あ
る
国
立
術
環
器
病
セ
ン
タ
ー
の
橋
本

信
夫
総
長
か
ら
臀
団
を
狐
か

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
を
こ
の
機
会
に
本
会
議
の
議
場
を
通
し
て
国
民
の
皆
様

方
に
お
知
ら
せ
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
，
橋
本
先
生
は
、
セ
ン
タ
ー
総
長
に
就
任
さ
れ
る

前
は
京
都
大
学
医
学
部
の
脳
神
経
外
科
教
授
で
、
最
も
多

く
脳
死
を
診
断
さ
れ
る
立
場
に
あ

っ
た
方
で
あ
り
ま
す
。

「脳
死
鳳
論
に
関
す
る
問
題
点
」
、
こ
れ
が
表
題
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
平
成
二
十

一
年
六
月
二
日
、
日
立
循
環
器
病

・

セ
ン
タ
ー
総
長
橋
本
信
夫
で
性
か
れ
て
お
り
ま
す
。　
　
　
一

臓
器
移
植
法
に
関
連
し
て
、
脳
死
を
め
く
る
議
論
が
混

一
・
後
の
脳
死
で
あ
る
。

現
在
の
臓
器
移
柏
法
あ
る
い
は
Ａ
か
ら
Ｄ
案
の
ど
れ
に

お
き
ま
し
て
も
、
臨
床
的
脳
死
は
法
的
に
死
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
治
療
が
中
断
さ
れ
た
り
死
亡
を
宜

告
さ
れ
た
り
す
る
も
の
で
も
な
い
。
臓
器
提
供
の
対
象
で

も
な
い
。
脳
死
を
人
の
死
と
し
て
認
め
な
い
人
た
ち
の
意

思
が
無
視
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

法
的
脳
死
は
、
貼
床
的
脳
死
診
断
が
な
さ
れ
た
後
で
、

二
回
の
法
的
脳
死
判
定
検
査
を
行

っ
て
な
さ
れ
る
厳
常
な

も
の
で
あ
る
。
臓
器
移
植
を
前
提
に
し
た
場
合
に
の
み
家

族
の
同
意
を
得
て
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
し
た

が
っ
て
、
職
器
移
植
の
対
象
と
な
ら
な
い
十
五
歳
未
湖
の

忠
者
に
対
し
て
は
、
法
的
脳
死
判
定
が
行
わ
れ
た
こ
と
は

な
い
は
ず
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
十
五
歳
未
満
の
脳
死
患
者
に
関
す
る
こ
れ

ま
で
の
ｍ
輸
は
、
脳
死
状
態
あ
る
い
は
臨
床
的
に
旧
死
と

判
断
さ
れ
た
患
古
に
つ
い
て
で
あ
り
、
法
的
判
定
に
よ
っ

て
脳
死
と
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

小
児
の
脳
死
判
定
に
慣
■
さ
が
必
要
な
こ
と
に
出
論
は

な
い
が
、
法
的
脳
死
判
定
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
な
い
と
い

う
事
実
は
、
議
論
を
進
め
る
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

理
解
が
混
乱
す
る
原
因
は
、
臨
床
的
脳
死
と
い
う
言
葉

が
、
あ
く
ま
で
も
臓
器
移
植
ガ
イ
ト
ラ
イ
ン
の
中
で
法
的

脳
死
判
定
を
行
う
た
め
に
出
て
き
た
言
葉
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
も
あ
る
。
臨
床
的
旧
死
診
断
に
は
無
呼
吸
テ
ス
ト

が
不
要
で
あ
る
が
，
法
的
脳
死
判
定
に
は
無
呼
吸
テ
ス
ト

が
必
要
で
あ
り
、
か
つ
、
二
回
判
定
テ
ス
ト
を
す
る
必
要

が
あ
る
。
臨
床
的
脳
死
は
、
臨
床
現
場
に
お
い
て
医
師
が

神
経
学
的
所
見
な
ど
か
ら
脳
死
と
判
断
す
る
基
準
と
変
わ

ら
な
い
。

四
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■ 3/1

確十

罐

増言
認
十

可 3

平
成

二
十

一
年

七
月
十

日

（金

曜

日
）

午
前
十
時

三
分
Ⅲ
議

○
議
事
日
程
　
第
二
十
七
号

平
成
二
十

一
年
七
月
十
日

午
前
十
時
間
議

第

一　
所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回

避
及
び
脱
税
の
防
止
の
た
め
の
日
本
国
と
ブ
ル
ネ

イ

・
ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
国
と
の
間
の
協
定
の
締
結
に
つ

い
て
承
認
を
求
め
る
の
件
（衆
議
院
送
付
）

第
二
　
所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回

避
及
び
脱
税
の
防
止
の
た
め
の
日
本
国
と
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
共
和
国
と
の
間
の
条
約
の
締
結
に
つ
い
て
承
認

を
求
め
る
の
件
（衆
燕
院
送
付
）

第
ニ
　
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
等
の
製
造
の
禁
止
及
び
所
持
の

規
制
等
に
関
す
る
法
律
案
（内
閣
提
出
、
衆
議
院
送

付
）

第
四
　
経
済
連
携
協
定
に
基
づ
く
特
定
原
産
地
証
明
苫

の
発
総
年
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
〈内
閣
提
出
、
衆
議
院
送
付
）

〇
本
日
の
会
議
に
付
し
た
案
件

一
、
日
程
第

一
よ
り
第
四
ま
で

一
、
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
い
て
審
査
中
の
臓
器
の
移

植
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
及
び

○
疇
百主

釦
参

議

院

会

議

録

第

二
十

七
喜

子
ど
も
に
係
る
脳
死
及
び
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
検

討
等
そ
の
他
適
正
な
移
柚
医
療
の
確
保
の
た
め
の
検

討
及
び
検
証
等
に
関
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
、
速
や

か
に
厚
生
労
働
委
員
長
の
中
間
報
告
を
求
め
る
こ
と

の
動
議
（小
川
勝
也
君
外
二
名
提
出
）

一
、
臓
器
の
移
価
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
及
び
子
ど
も
に
係
る
脳
死
及
び
眠
器
の
移
柵

に
関
す
る
検
討
等
そ
の
他
適
正
な
移
植
医
療
の
確
保

の
た
め
の
検
討
及
び
検
証
等
に
関
す
る
法
＝
案
の
中

間
報
告

一
、
中
間
報

・
告
が
あ
つ
た
臓
器
の
移
植
ｔ
Ⅲ
す
る
法
律

の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
及
び
子
ど
も
に
係
る
脳

死
及
び
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
検
討
写
そ
の
他
適
正

な
移
植
医
療
の
確
保
の
た
め
の
検
討
及
び
検
証
等
に

関
す
る
法
律
案
は
、
議
院
の
会
議
に
お
い
て
直
ち
に

審
議
す
る
こ
と
の
動
議
（小
川
肪
也
君
外
二
名
提
出
）

一
、
出
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
（衆
議
院
提
出
）

一
、
子
ど
も
に
係
る
脳
死
及
び
艘
器
の
移
航
に
関
す
る

検
討
等
そ
の
他
適
正
な
移
植
医
療
の
確
保
の
た
め
の

検
討
及
び
検
証
年
に
関
す
る
法
律
案
（千
葉
景
子
君

外
八
名
発
議
）

○
臓
長
（江
田
五
月
君
）

こ
れ
よ
り
会
議
を
開
き
ま
す
。

日
程
第

一　
所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税

の
回
避
及
び
脱
税
の
防
止
の
た
め
の
日
本
国
と
ブ
ル
ネ

イ

・
ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
国
と
の
間
の
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

承
認
を
求
め
る
の
件

日
程
第
二
　
所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
■
課
税

の
回
避
及
び
脱
税
の
防
止
の
た
め
の
日
本
国
と
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
共
和
国
と
の
間
の
条
約
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求

め
る
の
件
（い
ず
れ
も
衆
議
院
送
付
）

以
上
両
件
を

一
括
し
て
議
晒
と
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
，
委
日
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。
外
交
防
衛
委
員

長
情
牧
賀
汁
也
苫
。

〔宙
査
報
告
古
及
び
読
４
は
本
号
木
尾
に
掲
載
〕

〔格
葉
賀
沖
也
若
■
壇
、
拍
手
〕

Ｏ
撮
葉
賀
凛
也
君
　
た
だ
い
ま
諮
地
と
な
り
ま
し
た
粂
約

二
件
に
つ
き
ま
し
て
、
外
交
防
衛
委
員
会
に
お
け
る
需
査

の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
中
し
上
げ
ま
す
。

ブ
ル
ネ
イ
と
の
租
税
協
定
及
び
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
の
租

税
条
約
は
、
い
ず
れ
も
我
が
則
と
両
国
と
の
間
で
理
税
籠

を
調
整
す
る
も
の
で
あ
り
、
所
得
に
対
す
る
胆
税
に
関
す

る
こ
■
課
税
の
回
避
及
び
脱
税
の
防
止
に
つ
い
て
定
め
る

と
と
も
に
、
配
当
、
利
子
及
び
使
用
料
に
対
す
る
源
泉
地

同
班
税
の
限
度
税
率
等
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。委

員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
両
件
を

一
括
し
て
議
題
と

し
、
我
が
国
と
の
経
済
交
流
の
現
状
と
租
税
条
約
締
結
の

経
済
効
果
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
の
間
に
お
け
る
使
用
料
の

源
泉
地
国
肌
税
軽
減
の
足
非
、
対
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
経
済
支

援

の
体
制
強
化
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

詳
細
は
会
駐
録
に
よ

っ
て
御
承
知
晰
い
ま
す
。

質
疑
を
終
え
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共

産
党
の
井
上
委
員
よ
り
、
両
件
に
反
対
す
る
旨

の
意
見
が

述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

次

い
て
、
順
次
採
決
の
結
果
、
条
約

二
件
は
い
ず
れ
も

多
数
を
も

っ
て
承
認
す

べ
き
も
の
と
決
定

い
た
し
ま
し

た
。以

上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

（拍
手
）

Ｏ
議
長

（江
田
五
月
君
）

こ
れ
よ
り
両
件
を

一
括
し
て
採

決

い
た
し
ま
す
。

両
件
の
賛
否
に

つ
い
て
、
投
票
ボ
タ
ン
を
お
押
し
願
い

ま
す
。

〔投
票
開
始
〕

Ｏ
ｎ
長

（江
田
五
月
君
）

問
も
な
く
投
票
を
終
了
い
た
し

ま
す
。
―
―

こ
れ
に
て
投
票
を
終
了
い
た
し
ま
す
‘

〔投
票
終
了
〕

○
議
長

（江
田
五
月
君
）

投
票
の
結
果
を
報
告
い
た
し
ま

す
。

投
票
総
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
百
二
十

二

賛
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
百
十
五

反
対
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

よ

っ
て
、
両
件
は
承
認
す
る
こ
と
に
決

し
ま
し
た
。

（拍
手
）

〔投
票
音
氏
名
は
本
号
末
尾
に
褐
熙
）

平
成
二
十

一
年
七
月
十
日
　
参
議
院
会
議
録
第
二
十
七
号
　
綱
ｍ
一
咄
一
巌
制
翻
難
州
村
幅
に
知
型
冊
の
回
避
汲
び
脱
税
の
防
止
の
た
め
の
日
本
国
と
ブ
ル
ネ
イ

・
グ
ル
サ
ラ
ー
ム
国
と
の
間
の
協
定
の
締
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外)(号報官

議綿讐帰一千十七一万　”時』け帥嘲軸］［錢詢日趾級厠馴畑珈剛制叫に剛け隔報酬曝碑↑嘲̈
訓̈
抽ｍｍ輌̈
卿Ю靱岬動劃一卸唯は機』薫軸動中師咄鍬瞳叫蜘颯悧師』裁酬̈
」］崚椒

平
成
二
十

一
年
七
月
十
日
　
参
議
院
会
一

一を
求
め
る
こ
と
の
動
厳
　
眠
器
の
移
欄
に
関
す
る
性
¨

移
ｈ

医
疲
の
護
撃
の
た
め
の
検
討
及
び
検
証
年
に
側
す
る
法
＝
■
の
中
間
側
告

○
議
長
（江
田
五
月
君
）

日
程
第
二

‘
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
等

の
製
造
の
禁
止
及
び
所
持
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
案

日
程
第
四
　
経
済
運
携
協
定
に
基
づ
く
特
定
原
産
地
証

明
書
の
発
給
等
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

案

（い
ず
れ
も
内
閣
提
出
．
衆
議
院
送
付
）

以
上
両
案
を

一
括
し
て
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。
経
済
産
業
委
員

長
櫻
井
充
君
。

〔審
査
報
告
書
及
び
議
案
は
本
号
末
尾
に
掲
載
〕

〔櫻
井
充
君
登
壇
、
拍
手
〕

○
櫻
井
充
君
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
両
法
律
案

に
つ
き
ま
し
て
、
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
ず
「
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
等
の
製
造
の
禁
止
及
び
所
持
の

規
制
等
に
関
す
る
法
律
案
は
、　
一
般
市
民
が
不
発
弾
な
ど

に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
き
た
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
を
規

制
す
る
た
め
、
平
成
二
十
年
五
月
に
採
択
さ
れ
た
ク
ラ
ス

タ
ー
弾
に
関
す
る
条
約
の
適
確
な
実
施
を
担
保
す
る
た

め
、
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
等
の
製
造
の
禁
止
及
び
所
持
の
規
制

等
の
措
置
を
計
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
．

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
我
が
国
が
非
締
約
国
の
条

約
へ
の
参
加
を
積
極
的
に
働
き
か
け
る
必
要
性
、
ク
ラ
ス

タ
ー
弾
の
所
持
の
状
況
及
び
廃
葉
過
程
を
公
開
す
る
必
要

性
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は

会
籠
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
ま
す
。

質
疑
を
終
了
し
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
全
会

一

致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

次
に
、
経
済
連
携
協
定
に
基
づ
く
特
定
原
産
地
証
明
書

の
発
給
等
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

は
、
日
本
国
と
ス
イ
ス
連
邦
と
の
間
の
自
由
な
貿
易
及
び

経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
協
定
の
適
確
な
実
施
を
確
保
す

る
た
め
、
経
済
産
業
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
輸
出
者
が
自

ら
原
産
地
証
明
書
を
作
成
す
る
こ
と
の
で
き
る
１‥１
度
を
創

設
す
る
等
の
措
置
を
調
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。委

員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
貿
易
自
由
化
の
度
合
い
が

高
い
経
済
連
携
協
定
の
締
結
を
二
国
間
、
多
日
間
で
推
進

し
て
い
く
た
め
の
今
後
の
方
針
、
特
定
原
産
地
肛
明
書
の

円
滑
な
発
給
に
向
け
て
の
支
援
策
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知

輌
い
ま
す
。

質
疑
を
終
了
し
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
全
会

一

致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
て
附
帯
決
議
を
行
い
ま
し

た
。以

上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
（籍
手
）

○
議
長
（江
田
五
月
君
）

こ
れ
よ
り
両
案
を

一
括
し
て
採

決
い
た
し
ま
す
。

両
案
の
賛
否
に
つ
い
て
、
投
票
ボ
タ
ン
を
お
押
し
願
い

ま
す
。

〔投
票
開
始
〕

Ｏ
議
長
（江
田
五
月
君
）

間
も
な
く
投
票
を
終
了
い
た
し

ま
す
。
―
―
こ
れ
に
て
投
票
を
終
了
い
た
し
ま
す
。

〔投
票
終
了
〕

○
蹟
長
（江
田
五
月
君
）

投
票
の
結
果
を
報
告
い
た
し
ま

す
。

投
票
総
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
百
二
十
二

賛
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一百
二
十
二

反
対
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ

よ
っ
て
、
両
案
は
全
会

一
致
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
（拍
手
）

〔投
票
者
氏
名

は
本
号
末
尾

に
掲
載
〕

Ｏ
議
長
（江
田
五
月
君
）

小
川
勝
也
君
外
二
名
か
ら
、
賛

成
者
を
得
て
、

厚
生
労
働
委
員
会
に
お
い
て
審
査
中
の
臓
器
の
移
植
に

関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
及
び
子
ど
も
に

係
る
脳
死
及
び
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
検
討
等
そ
の
他
適

正
な
移
植
医
療
の
確
保
の
た
め
の
検
討
及
び
検
証
等
に
関

す
る
法
律
案
に
つ
い
て
、
速
や
か
に
厚
生
労
働
委
員
長
の

中
間
報
告
を
求
め
る
こ
と
の
動
出
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
際
、
日
程
に
追
加
し
て
、
本
動
議
を
議
題
と
す
る

こ
と
に
つ
い
て
お
餞
り
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
に
賛
成
の
諸
君
の
超
立
を
求
め
ま
す
。

〔賛
成
者
起
立
〕

○
帥
長
（江
田
五
月
君
）

過
半
数
と
認
め
ま
す
。

よ
っ
て
、
本
動
籠
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

○
議
長
（江
田
五
月
君
）

こ
れ
よ
り
本
動
議
の
採
決
を
い

た
し
ま
す
。

本
動
議
の
賛
否
に
つ
い
て
、
投
票
ボ
タ
ン
を
お
押
し
願

い
ま
す
．〔投
票
開
始
〕

Ｏ
議
長
（江
田
五
月
君
）

問
も
な
く
投
票
を
終
了
い
た
し

ま
す
。
―
卜
こ
れ
に
て
投
票
を
終
了
い
た
し
ま
す
。

（投
票
終
了
〕

○
謳
長
〈江
田
五
月
君
）

投
票
の
結
果
を
報
告
い
た
し
ま

す
。

投
票
総
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一百
二
十

賛
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
百
七

反
対
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
三

よ
っ
て
、
本
動
議
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〔投
票
者
氏
名
は
本
号
末
尾
に
掲
載
〕

○
議
長
〈江
田
五
月
君
〉

こ
れ
よ
り
、
臓
器
の
移
植
に
関

す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
及
び
子
ど
も
に
係

る
脳
死
及
び
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
検
討
等
そ
の
他
適
正

な
移
植
医
療
の
確
保
の
た
め
の
検
討
及
び
検
証
等
に
関
す

る
法
律
案
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
委
員
長
の
中
間
報
告
を

求
め
ま
す
。
厚
生
労
働
委
員
長
辻
泰
弘
君
。

（辻
沐
弘
君
整
壇
、
拍
手
〕

Ｏ
辻
薬
弘
君
　
眼
器
の
移
捕
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
及
び
子
ど
も
に
係
る
脳
死
及
び
臓
器
の
移

植
に
関
す
る
検
討
等
そ
の
他
通
正
な
移
植
医
療
の
確
保
の

た
め
の
検
討
及
び
検
証
写
に
関
す
る
法
律
案
に
関
し
、
厚

生
労
働
委
員
長
と
し
て
、
委
員
会
に
お
け
る
現
在
ま
で
の

審
査
状
況
に
つ
き
ま
し
て
、
中
間
報
告
を
申
し
上
げ
ま

す
。現

行
の
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
は
、
内
閣
総
理
大

臣
の
請
問
機
関
と
し
て
総
理
府
に
設
置
さ
れ
た
い
わ
ゅ
る

脳
死
臨
調
の
平
成
四
年

一，月
の
答
申
を
路
ま
え
、
平
成
八
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年
十
二
月
に
衆
議
院
に
提
出
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
中
山
案
を

基
に
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
い
わ
ゆ
る
中
山
案
は
、
脳
死
を
人
の
死
で
あ
る
こ

と
を
前
提
と
す
る
も
の
で
、
平
成
九
年
四
月
二
十
四
日
に

衆
議
院
で
可
決
さ
れ
、
参
議
院
に
送
付
さ
れ
ま
し
た
が
、

参
議
院
に
お
い
て
は
、
脳
死
に
関
す
る
様
々
な
意
見
が
あ

る
こ
と
に
配
慮
し
、
現
行
法
の
第
六
条
第
二
項
に
お
い

て
、
脳
死
し
た
者
の
身
体
を
死
体
に
含
め
て
臓
器
の
摘
出

が
で
き
る
の
は
、
臓
器
提
供
の
意
思
に
基
づ
い
て
臓
器
が

摘
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
者
が
脳
死
に
至
っ
た
と
判
定
さ

れ
た
場
合
の
そ
の
身
体
に
限
定
す
る
こ
と
、
第
二
項
に
お

い
て
、
脳
死
の
判
定
は
、
本
人
が
脳
死
の
判
定
に
従
う
意

思
を
書
面
に
よ
り
表
示
し
て
い
る
場
合
に
限
る
こ
と
、
第

四
■
に
お
い
て
、
脳
死
の
判
定
は
、
摘
出
医
及
び
移
価
医

以
外
の
二
人
以
上
の
医
師
の
判
断
の

一
致
に
よ
っ
て
行
わ

れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
、
第
五
項
及
び
第
六
項
に
お
い

て
、
判
定
医
は
判
定
の
証
明
書
を
作
成
し
、
臓
器
の
価
出

に
は
、
事
前
に
証
明
書
の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
な
ど
の
修
正
等
を
加
え
て
、
平
成
九
年
六
月
十
七

日
に
参
議
院
本
会
議
に
お
い
て
修
正
議
決
さ
れ
、
衆
議
院

に
回
付
の
後
、
同
日
、
六
月
十
七
日
の
衆
議
院
本
会
議
に

お
い
て
同
意
を
経
て
成
十
一し
、
同
年
十
月
十
六
日
に
施
行

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
．

ま
た
、
現
行
法
で
は
、
附
則
に
お
い
て
、
法
施
行
後
三

年
を
目
途
と
し
て
、
そ
の
全
般
に
つ
い
て
検
討
が
加
え
ら

れ
、
必
要
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
べ
き
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
法
改
正
に
至
ら
な
い
ま
ま
、
施
行
後
十

一
年
以
上

を
経
て
今
日
を
迎
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
両
案
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ

ま
す
．

ま
ず
、
衆
議
院
か
ら
提
出
さ
れ
た
臓
器
の
移
植
に
関
す

る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
贅
は
、
移
柿
の
た
め
の

臓
器
摘
出
尋
に
係
る
要
件
に
つ
い
て
、
本
人
の
生
前
の
臓

器
つ
提
供
等
の
意
思
が
不
明
の
場
合
に
、
遭
族
等
が
書
面

に
よ
り
承
諾
し
た
川
合
を
加
え
る
等
の
措
置
を
出
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
、
第

一
に
、
現
在

は
、
本
人
が
薔
価
に
よ
り
臓
器
の
提
供
意
思
を
表
示
し
て

い
る
期
合
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
移
植
の

た
め
の
臓
器
摘
出
の
要
件
に
つ
い
て
、
新
た
に
、
本
人
が

臓
器
の
提
供
を
拒
否
し
て
い
る
期
合
を
除
き
、
遺
族
が
＝

而
に
よ
り
示
砧
し
て
い
る
場
合
を
加
え
る
こ
と
、
第
二

に
、
脳
死
し
た
者
の
身
体
の
定
義
か
ら
、
「そ
の
身
体
か

ら
移
竹
術
に
使
用
さ
れ
る
た
め
の
臓
器
が
摘
出
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
者
で
あ

っ
て
」
と
の
文
書
を
削
除
す
る
こ
と
、

第
二
に
、
本
人
が
臓
器
提
供
の
意
思
を
表
示
す
る
場
合
に

お
い
て
、
親
旗
に
対
し
優
先
的
に
臓
器
を
提
供
す
る
意
思

を
■
面
に
よ
り
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
第
四

に
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
移
植
医
療
に
関
す
る
啓

発
及
び
知
識
の
普
及
に
必
要
な
施
策
を
諸
ず
る
も
の
と
す

る
こ
と
、
第
五
に
、
政
府
は
、
虐
待
を
受
け
た
児
童
か
ら

臓
器
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
罰
切
な
方
策
を

検
討
し
、
必
要
な
措
置
を
請
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
「
で

あ
り
、　
一
部
を
除
き
、
公
布
日
の

一
年
後
か
ら
施
行
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
子
ど
も
に
係
る
脳
死
及
び
照
器
の
移
植
に
関
す

る
検
討
等
そ
の
他
適
正
な
移
価
医
療
の
確
保
の
た
め
の
検

討
及
び
検
証
年
に
関
す
る
法
律
案
は
、
臓
器
の
移
植
及
び

こ
れ
に
使
用
さ
れ
る
た
め
の
艘
器
の
摘
出
が
人
――――
の
尊
厳

の
保
持
及
び
人
権
の
保
障
に
■
大
な
影
ワ
を
与
え
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
等
に
か
ん
が
み
、
子
ど
も
に
係
る
脳
死
及

び
臓
器

の
移
植
に
関
す
る
検
討
並
び
に
当
該
検
討
に
係
る

臨
時
子
ど
も
脳
死

・
臓
器
移
Ｍ
鋤
査
会
の
設
置
に

つ
い
て

定
め
る
と
と
も
に
、
適
正
な
事
樅
医
療
の
確
保
の
た
め
の

検
討
及
び
検
証
写
に
つ
い
て
た
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

そ
の
主
な
内
容
は
、
第

一
に
、
脳
死
し
た
子
ど
も
の
身
体

か
ら
の
移
植
術
に
使
用
さ
れ
る
た
め
の
臓
器
の
摘
出
そ
の

他
子
ど
も
に
係
る
臓
器
の
移
竹
に
関
す
る
１‥１
■
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
に
係
る
脳
死
の
判
定
基
叫
、
臓
器
の
提
供
に

関
す
る
子
ど
も
の
自
己
決
定
と
親
の
関
与
、
虐
待
を
受
け

た
子
ど
も
の
身
体
か
ら
の
臓
器
の
摘
出
を
防
止
す
る
た
め

の
有
効
な
仕
組
み
等
に
関
し
検
討
が
加
え
ら
れ
、
必
要
が

あ
る
と
２
め
ら
れ
る
と
き
は
所
要
の
措
置
が
出
ぜ
ら
れ
る

も
の
と
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
こ
の
検
討
を
行
う
に
当

た
っ
て
は
、
法
律
施
行
か
ら

一
年
間
、
内
閣
府
に
臨
時
子

ど
も
脳
死

・
臓
器
移
植
調
査
会
を
設
置
し
、
子
ど
も
に
係

る
脳
死
及
び
臓
器
の
移
植
に
つ
い
て
優
れ
た
融
見
を
有
す

る
学
識
経
験
者
に
よ
る
専
門
的
な
問
査
審
議
を
行
う
と
と

も
に
、
広
く
国
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
第
二
に
、
死
亡
し
た
者
の
身

体
か
ら
の
組
織
の
摘
出
及
び
移
推
に
関
す
る
制
度
、
生
体

か
ら
の
臓
器

・
組
織
の
摘
出
及
び
じ
仙
に
関
す
る
制
度
等

に
つ
い
て
、
法
律
施
行
後

一
年
を
目
途
に
検
討
を
加
え
る

こ
と
、
第
四
に
、
国
は
、
臓
器
を
提
供
す
る
意
思
表
示
の

有
効
性
、
脳
死
判
定
の
地
正
性
椰
の
調
査
、
分
析
を
油
じ

て
、
移
植
医
療
の
適
正
な
実
施
を
図
る
た
め
の
検
証
を
遅

滞
な
く
行
い
、
そ
の
結
果
を
個
人
情
報
の
保
設
に
“
意
し

つ
つ
公
表
す
る
こ
と
等
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
常
査
経
過
の
概
要
に
つ
い
て
中
し
上
げ
ま
す
。

臓
器
の
移
値
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
は
、
平
成
十
八
年
三
月
三
十

一
日
に
衆
議
院
に
提
出
さ

れ
、
今
回
会
ま
で
維
続
審
議
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、

本
年
六
月
十
八
日
に
衆
議
院
か
ら
送
付
さ
れ
ま
し
た
。
子

ど
も
に
係
る
脳
死
及
び
臓
田
の
移
植
に
関
す
る
検
討
等
そ

の
他
適
正
な
移
植
医
療

の
確
保
の
た
め
の
検
討
及
び
検
証

等
に
関
す
る
法
律
案
は
、
六
月

二
十
三
日
に
千
葉
景
子
君

外
八
名
よ
り
本
院
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
両
法
律
案
に

つ

い
て
は
、
六
月
二
十
六
日
の
本
会
議
に
お
い
て
題
旨
説
明

が
行
わ
れ
、
同
日
、
厚
生
労
働
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
。委

員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
両
法
律
案
を

一
括
し
て
議

題
と
し
、
六
月
二
十
日
に
、
Ｒ
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律

の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
発
議
者
衆
議
院
議

員
山
内
康

一
君
、
子
ど
も
に
係
る
脳
死
及
び
眠
器
の
移
植

に
関
す
る
検
討
等
そ
の
他
適
正
な
移
植
医
療
の
確
保
の
た

め
の
検
討
及
び
検
証
等
に
関
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
発
議

者
岡
崎
ト
ミ
予
君
か
ら
趣
旨
説
明
を
聴
取
し
た
後
、
我
が

国
に
お
け
る
臓
器
移
植
の
経
組
、
現
状
年
に
つ
い
て
、
政

府
参
考
人
か
ら
の
説
明
聴
取
及
び
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
．
脳
死
判
定
か
ら
は
器
移
植
に
至
る
医
学
的
プ
ロ

セ
ス
及
び
脳
死
下
で
の
臓
器
提
供
事
例
に
係
る
検
証
会
議

に
お
け
る
検
証
結
果
に
つ
い
て
、
同
検
証
会
餞
座
長
の
藤

原
参
考
人
か
ら
の
説
明
聴
取
及
び
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

次
い
で
、
七
月
二
日
、
六
日
及
び
七
日
に
は
、
参
考
人

と
し
て
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
、
日
本
医
師
会
、
日
本
救

急
医
学
会
、
服
器
移
植
患
者
団
体
連
絡
会
，
日
本
移
植
学

会
、６
日
本
小
児
科
学
会
、
日
本
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

協
議
会
、
日
本
宗
教
辿
盟
、
全
国
腎
臓
病
協
議
会
、
全
国

交
通
事
故
遠
族
の
会
、
日
本
移
植
支
援
協
会
の
各
団
体
の

関
係
者
、
ま
た
、
作
家

・
評
論
象
の
柳
田
参
考
人
、
自
治

Ｌ
科
大
学
の
小
＝‥
参
考
人
、
兵
＝
医
科
大
学
の
谷
澤
参
考

平
成
二
十

一
年
七
月
十
日
　
参
議
院
会
議
録
第
三
十
七
号
　
断
燃
∞
畔
脚
∝
馴
け
％
蹴
脚
妙
び．
榔
鮭
徹
肛
附
ち
砧
帥
僻
鍛
¨
軒
順
鵬
飩
係
る
脳
死
及
び
臓
器
の
卜
＝
に
関
す
る
検
討
り
そ
の
他
適
正
な
移
鮒
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平
成
二
十

一
年
七
月
十
日
　
参
議
院
会
議
録
第
二
十
七
号
　
熙
畑
∞
備
脚
∝
馴
け
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
鰍
¨
軒
配
幅
飩
係
る
脳
死
及
び
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
検
討
等
そ
の
他
適
正
な
移
植

の
の
検
討
及
び
検
証
尋
に
関
す
る
法
律
盆

人
、
杏
林
大
学
の
島
崎
参
考
人
、
東
京
財
団
の
棚
島
参
考

人
、
上
智
大
学
の
町
野
参
考
人
、
大
阪
大
学
の
高
原
参
考

人
、
大
阪
府
立
大
学
の
森
岡
参
考
人
、
東
京
大
学
の
米
本

参
考
人
の
延
ぺ
二
十
名
の
様
々
な
立
場
で
臓
器
移
植
に
か

か
わ
る
方
々
を
招
い
て
意
見
を
聴
取
し
、
質
疑
を
行
い
ま

し
た
．
参
考
人
か
ら
は
、
脳
死
を
人
の
死
と
す
る
こ
と
の
是

非
、
救
急
医
療
の
現
状
と
体
制
整
備
の
必
要
性
、
本
人
の

意
思
が
不
明
な
場
合
に
家
族
の
承
諸
に
よ
る
臓
器
移
植
を

認
め
る
こ
と
の
妥
当
性
、
小
児
の
長
期
脳
死
の
実
態
及
び

脳
死
判
定
の
困
難
さ
、
被
虐
待
児
に
対
す
る
対
応
、
ト

ナ
ー
家
族
等
に
対
す
る
ケ
ア
の
必
要
性
、
移
植
コ
ー
デ
‘

ネ
ー
タ
ー
の
在
り
方
、
海
外
に
お
け
る
移
植
医
療
の
動

向
．
組
織
移
植

。
生
体
移
植
の
規
制
の
必
要
性
、
親
族

ヘ

の
優
先
提
供
に
関
す
る
問
題
点
等
に
関
し
て
，
様
々
な
立

場
、
観
点
か
ら
の
大
変
貴
重
な
御
意
見
を
伺
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
八
日
に
は
、
両
案
の
審
査
に
資
す
る
た
め
、

東
京
女
子
医
科
大
学
病
院
及
び
東
邦
大
学
医
療
セ
ン
タ
ー

大
森
病
院
を
視
察
し
、
移
植
医
療
の
現
場
に
従
事
す
る

方
々
か
ら
説
明
を
受
け
、
意
見
交
換
を
行

っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

こ
れ
ら
専
門
家
か
ら
い
た
だ
い
た
御
意
見
も
踏
ま
え
ま

し
て
、
七
月
七
日
及
び
九
日
に
は
、
提
出
者
及
び
政
府
に

対
し
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

次
に
、
画
法
律
案
に
関
す
る
質
疑
の
概
要
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
に
関
し
、
第
六
条
第
二
項
の
脳
死
し
た
者
の
身

体
の
定
義
に
お
い
て
、
「そ
の
身
体
か
ら
移
植
術
に
使
用

さ
れ
る
た
め
の
限
器
が
摘
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
者
で

あ

っ
て
∵
こ
の
文
言
を
削
除
し
た
の
は
な
ぜ
か
と
の
質
疑

に
対
し
て
は
、
脳
死
は
人
の
死
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
お

お
む
ね
社
会
的
に
受
容
さ
れ
て
い
る
と
す
る
脳
死
臨
調
の

最
終
答
申
や
近
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
路
ま

え
、
脳
死
は

一
般
に
人
の
死
で
あ
る
と
の
考
え
方
を
前
提

に
、
こ
の
考
え
方
に
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
表
現
と
な
る
よ
う

文
書
を
１１１１
除
し
た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
人
の
意
思
が
不
明
の
場
合
に
避
族
の
承
詰
に

よ
る
臓
器
提
供
を
認
め
る
の
は
な
ぜ
か
と
の
質
疑
に
対
し

て
は
、
臓
器
提
供
数
が
少
な
い
状
況
で
海
外
渡
航
移
植
や

生
体
問
移
植
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
現
状
が
あ
る

一
方

で
、
最
近
の
世
論
訓
在
の
結
果
■
か
ら
、
家
族
の
承
踏
で

脳
死
判
定
「
腱
器
移
植
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

国
民
の
理
解
が
広
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
第
六
条
第
二
項
の
脳
死
し
た
者
の
身
体
の

定
義
の
変
更
が
実
際
に
は
器
移
植
に
か
か
わ
る
家
族
に
与

え
る
影
響
、
子
ど
も
の
意
思
表
示
と
親
の
代
詰
に
つ
い
て

子
ど
も
の
年
齢
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
対
応
が
図
ら
れ

る
必
要
性
、
被
虐
待
児
か
ら
の
臓
器
提
供
を
防
止
す
る
方

策
、
長
期
脳
死
■
例
に
対
す
る
認
識
．
税
族

へ
の
優
先
提

供
を
明
記
す
る
こ
と
め
妥
当
社
、
眼
器
提
供
者
の
家
族
に

対
す
る
心
の
ケ
ア
の
重
要
性
、
臓
器
移
植
に
関
し
て
知
的

障
害
者
等
の
桶
利
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
の

重
要
性
、
生
体
移
植
に
関
す
る
法
整
側
の
必
要
性
等
に
つ

い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
子
ど
も
に
係
る
脳
死
及
び
臓
器
の
移
柑
に
関
す

る
検
討
等
そ
の
他
適
正
な
移
植
医
療
の
確
保
の
た
め
の
検

討
及
び
検
証
等
に
関
す
る
法
律
案
に
関
し
、
臨
時
子
ど
も

脳
死

・
臓
器
移
植
調
査
会
に
つ
い
て
、　
一
年
と
い
う
期
間

で
結
論
を
得
ら
れ
る
の
か
と
の
質
疑
に
対
し
て
は
、
法
律

案
は
子
ど
も
脳
死
臨
調
の
設
置
川
間
を
施
行
日
か
ら

一
年

間
と
す
る
こ
と
を
明
記
し
て
お
り
、

一
年
以
内
に
結
論
が

出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
、
並
行
し
て
国
会
に
お
い
て
も

し
っ
か
り
と
検
討
し
、
立
法
府
と
し
て
責
任
を
持
っ
て
結

論
を
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
のヽ
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。ま

た
、
こ
の
法
律
案
に
は
成
人
の
臓
器
提
供
を
増
や
す

道
筋
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
質
疑
に
対
し
て
は
、
Ｒ

器
提
供
の
細
加
の
た
め
に
は
国
民
の
理
解
が
深
ま
る
こ
と

が
何
よ
り
も
必
要
で
あ
り
、
子
ど
も
脳
死
臨
間
で
の
国
民

・

的
議
論
、
移
植
医
療
の
適
正
な
実
施
を
図
る
た
め
の
検
証

さ
ら
に
、
七
月
九
日
、
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
し
て
、
谷
＝
之
委
員
外
五

名
よ
り
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
は
、
第

一
に
、
第
六
条
第
二
項
の
規
定

か
ら
「そ
の
身
体
か
ら
移
植
術
に
使
用
さ
れ
る
た
め
の
臓

器
が
摘
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
音
で
あ

っ
て
」
と
の
文
言

を
削
除
す
る
改
正
を
行
わ
な
い
こ
と
、
第
二
に
、
抜
虐
待

児
が
死
亡
し
た
場
合
に
当
該
児
童
か
ら
臓
器
が
提
供
さ
れ

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
検
討
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら

施
行
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
児
童
の
脳
死
判
定
に
つ
い
て

は
、
児
配
の
身
体
の
特
性
に
関
す
る
医
学
的
知
見
を
十
分

に
踏
ま
え
る
こ
と
、
第
四
に
、
法
律
の
運
用
に
当
た

っ

て
、
脳
死
判
定

・
臓
器
摘
出
に
関
す
る
児
童
等
の
思
い
を

尊
重
す
る
家
族
の
心
情
な
ど
が
十
分
に
配
慮
さ
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
、
第
五
に
、
臓
器
の
摘
出
が
遺
族
に
及
ぼ
す

心
理
的
影
響
の
緩
和
の
た
め
の
支
援
に
つ
い
て
検
討
す
る

こ
と
、
第
六
に
、
脳
死
の
判
定
、
臓
器
の
摘
出
の
適
正
性

等
に
つ
い
て
事
後
的
な
検
証
等
を
行
う
こ
と
、
第
七
に
、

法
施
行
三
年
後
を
目
途
に
、
新
法
の
全
般
に
つ
い
て
検
討

を
加
え
る
こ
と
等
で
あ
り
ま
す
。

修
正
案
に
対
し
．
修
正
案
に
よ
っ
て
改
正
案
の
何
が
変

わ
る
の
か
と
の
質
疑
に
対
し
て
は
、
臓
器
移
植
に
関
す
る

修
正
案
の
考
え
方
の
基
本
は
改
正
案
と
共
通
し
て
い
る

が
、
脳
死
を

一
般
に
人
の
死
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

国
民
的

コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
て
い
な
い
状
況
の
下

で
、
文
言
の
削
除
に
よ
り
、
誤
解
が
生
し
な
い
よ
う
に
す

る
も
の
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

修
正
案
に
お
い
て
も
本
人
の
意
思
表
示
が
な
い
場
合
に

家
族
の
承
詩
の
み
で
臓
器
を
摘
出
す
る
こ
と
を
認
め
て
い

る
が
、
そ
の
理
由
は
何
か
と
の
質
疑
に
対
し
て
は
、
最
近
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の
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
本
人
の
意
思
が
不
明
な
場
合
に

家
族
の
承
諸
で
臓
器
提
供
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
六

二
％
が
賛
成
し
て
い
る
こ
と
、
子
ど
も
の
渡
航
移
他
に
多

く
の
支
援
金
が
典
ま
つ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
民
的
合
意

が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
対
案
で
は
な
く
修
正
案
と
し
た
こ
と
に
つ

い
て
の
見
解
、
第
六
条
第
二
項
の
文
書
を
削
除
し
な
い
こ

と
が
ト
ナ
ー
の
家
族
に
及
ぼ
す
影
露
ヽ
被
虐
待
児
か
ら
の

威
器
提
供
を
防
ぐ
具
体
的
方
策
を
施
行
日
ま
で
に
輸
立
す

る
必
要
性
、
小
児
の
脳
死
判
定
基
準
の
検
討
の
見
通
し
等

に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
、
限
器
の
移
値
に
関
す
る
法
律

の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
、
同
修
正
案
及
び
子
ど
も
に

係
る
脳
死
及
び
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
検
討
等
そ
の
他
適

正
な
移
植
医
療
の
確
保
の
た
め
の
検
討
及
び
検
証
等
に
関

す
る
法
律
案
に
対
す
る
質
疑
を
整
局
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
が
、
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
け
る
昨
日
ま
で
の
審

査
の
経
過
．
害
議
の
概
要
で
ご
ざ
い
ま
す
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
（拍
手
）

○
議
長
（江
田
五
月
君
）

小
川
勝
也
君
外
二
名
か
ら
、
賛

成
者
を
得
て
、

中
間
報
告
が
あ

っ
た
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の

一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
及
び
子
ど
も
に
係
る
脳
死
及
び
臓

器
の
移
植
に
関
す
る
検
討
等
そ
の
他
適
正
な
移
植
医
療
の

確
保
の
た
め
の
検
討
及
び
検
証
等
に
関
す
る
法
律
案
は
、

議
院
の
会
議
に
お
い
て
直
ち
に
審
議
す
る
こ
と
の
動
議
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

よ
っ
て
、
本
動
議
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
よ
り
本
動
品
の
採
決
を
い
た
し
ま
す
。

本
動
議
の
賛
否
に
つ
い
て
、
投
票
ボ
タ
ン
を
お
押
し
順

い
ま
す
。〔投

票
川
始
）

○
謂
長
（江
田
五
月
君
）

間
も
な
く
投
票
を
終
了
い
た
し

ま
す
。
―
―
こ
れ
に
て
投
票
を
終
了
い
た
し
ま
す
。

（投
票
終
了
〕

○
議
長
（江
田
五
月
君
）

投
票
の
結
果
を
報
告
い
た
し
ま

す
。

投
票
給
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一百
十

´

賛
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
八
十
八

反
対
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
三

よ
っ
て
、
本
動
識
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〔投
票
者
氏
名
は
本
号
末
尾
に
掲
載
〕

○
議
長
（江
田
五
月
君
）

臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（衆
１１
院
提
出
）

子
ど
も
に
係
る
脳
死
及
び
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
検
討

等
そ
の
他
適
正
な
移
植
医
療
の
確
保
の
た
め
の
検
討
及
び

検
証
等
に
関
す
る
法
律
案
（千
葉
最
子
君
外
八
名
発
詢
）

以
上
両
案
を
一
括
し
て
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

〔議
案
は
本
号
末
尾
に
掲
載
〕

○
議
長
（江
田
五
月
君
）

臓
器
の
移
値
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
仙
案
に
■
し
、
市
野
知
恵
子
書
か

ら
、
成
規
の
賛
成
音
を
得
て
、
修
正
案
が
提
出
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

案
文
を
配
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
し
ば
ら
く
お
待
ち
く

だ
さ
い
。

こ
の
際
、
修
正
食
の
趣
旨
説
明
を
求
め
ま
す
。
南
野
知

恵
子
４
．〔議

案
は
本
号
末
尼
に
褐
戴
〕

〔南
野
知
窓
千
君
●
増
、
拍
手
〕

○
南
野
知
思
子
君
　
私
は
、
臓
器
の
移
枕
に
出
す
る
法
律

の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
し
、
修
正
の
動
議
を
提

出
い
た
し
ま
す
。

そ
の
内
官
は
、
お
手
元
に
配
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
案
文

の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
よ
り
、
そ
の
趣
情
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
し
ま

す
。臓

器
の
移
柑
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
で
は
、
第
六
争
第
二
■
の
脳
死
し
た
者
の
身
体
の
定
飛

に
つ
い
デ、

「そ
の
身
体
か
ら
移
仙
術
に
使
用
さ
れ
る
た

め
の
職
器
が
摘
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
占
で
あ

っ
て
」
と

の
文
書
を
‐―ｌｌ
除
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
．．

こ
の
文
言
は
、
平
成
九
年
の
法
制
定
時
に
参
議
院
に
お

い
て
、
脳
死
は
人
の
死
か
に
つ
い
て
国
民
の
議
論
が
分
か

れ
る
中
で
、
脳
死
を

一
律
に
人
の
死
と
せ
ず
、
臓
器
提
供

を
行
う
川
合
に
つ
い
て
の
み
脳
死
を
人
の
死
と
す
る
と
い

う
結
論
を
導
き
出
し
、
修
正
議
決
に
至
っ
た
経
韓
が
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
文
言
が
――――
除
き
れ
る
こ
と
で
、　
一
般
的
に

旧
死
は
人
の
死
と
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
が
国

民
の
間
に
広
が
っ
て
お
り
ま
す
。

あ
る
世
論
側
査
に
お
い
て
は
、
半
数
以
上
の
国
民
が
、

臓
器
提
供
の
場
合
に
限
り
脳
死
を
人
の
死
と
す
る
と
い
う

現
在
の
枠
組
み
を
肯
定
し
て
お
り
ま
す
．
委
員
会
審
査
に

お
い
て
も
、
医
療
や
法
Ｗ
の
関
係
者
や
有
識
者
の
方
々
か

ら
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
現
行
法
を
路
襲
す
べ
き
と
の

意
見
が
多
く
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

日
本
人
の
死
生
観
、
人
の
生
や
死
に
対
す
る
様
々
な
価

値
観
や
考
え
方
は
尊
碓
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
国
民

的
合
意
が
い
ま
だ
形
成
さ
れ
て
い
な
い
脳
死
は
人
の
元
を

前
提
と
し
て
改
正
を
行
う
こ
と
は
、
適
切
で
は
あ
り
ま
せ

ん
．ま
た
、
改
正
案
で
は
、
被
虐
待
児
か
ら
の
Ｒ
器
摘
出
を

防
止
す
る
た
め
の
検
討
は
、
公
布
か
ら

一
年
後
に
施
行
す

る
こ
と
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
被
膚
待
児
に
つ

い
て
は
、
改
正
法
施
行
ま
で
の
間
に
検
討
を
行
う
こ
と
が

必
要
で
す
。
同
時
に
「
児
童
の
脳
死
判
定
に
つ
い
て
は
、

成
人
と
は
異
な
る
児
童
の
特
性
に
十
分
配
止
し
た
適
正
な

脳
死
判
定
基
中
を
定
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

さ
ら
に
、
臓
器
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
ト
ナ
ー
を
み

と
る
家
族
や
選
族

へ
の
視
点
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。
理
す

る
者
を
失

っ
た
忠
し
み
に
加
え
、
臓
器
提
供
と
い
う
■
い

決
断
を
追
ら
れ
る
家
族
の
心
情
は
察
す
る
に
余
り
あ
り
ま

す
。
脳
死
と
い
う
ｒ
実
を
受
害
し
、
納
得
す
る
た
め
に
は

時
間
を
要
し
ま
す
。
我
が
子
の
思
い
を
尊
重
し
た
い
と
の

心
情
や
故
人
に
寄
り
添
う
時
間
を
求
め
る
心
情
等
に
つ
い

て
、
十
分
配
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

追
族
の
心
の
働
藩
は
そ
の
後
の
生
活
に
お
い
て
も
続
く
鳩

合
が
あ
り
、
遺
族
の
苦
悩
を
絨
Ｆ
す
る
た
め
の
支
援
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
、
対
策
を
調
ず
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
脳
死
下
で
の
移
旅
医
療
に
つ
い
て
の
国
民
的
理

解
を
進
め
る
た
め
、
脳
死
判
定
及
び
艘
器
摘
出
の
状
況
に

関
し
検
証
等
を
遅
滞
な
く
行
う
こ
と
が
移
植
医
療
に
関
す
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平
成
二
十

一
年
七
月
十
日
　
参
議
院
会
議
録
第
三
十
七
号
　
臓
器
の
移
値
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
探
外

一
件

官   報 (号 外)

る
透
明
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。

加
え
て
、
臓
器
移
植
の
実
施
状
況
、
医
学
．
医
療
技
術

の
進
歩
、
国
民
意
識
の
推
移
な
ど
を
踏
ま
え
、
施
行
後
三

年
を
目
途
と
し
て
法
律
の
全
般
的
見
直
し
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
、
本
修
正
案
を
提
出
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

以
下
、
提
出
す
る
修
正
案
の
骨
子
を
御
説
明
い
た
し
ま

す
。第

一
に
、
原
案
で
は
、
脳
死
し
た
者
の
身
体
に
つ
い
て

定
め
る
第
六
条
第
二
項
の
規
定
か
ら
、
「そ
の
身
体
か
ら

移
植
術
に
使
用
さ
れ
る
た
め
の
臓
器
が
摘
出
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
者
で
あ

っ
て
」
と
の
文
言
を
削
除
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
改
正
を
行
わ
ず
、
現
行
ど

お
り
と
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
二
に
、
検
討
等
に
関
す
る
修
正
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
唐
待
を
受
け
た
児
童
が
死
亡
し
た
場
合
に
当
該

児
童
か
ら
臓
器
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
の
検
討
に
関
す
る
規
定
に
つ
き
ま
し
て
、
公
布
の
日

か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

出
に
関
す
る
当
該
者
、
特
に
当
該
児
童
の
思
い
を
そ
の
者

一
の
家
族
又
は
週
族
が
尊
重
す
る
等
の
こ
れ
ら
に
関
す
る
そ

の
者
の
家
族
又
は
遺
族
の
心
情
が
十
分
に
配
出
さ
れ
る
と

と
も
に
、
道
族
が
臓
器
が
摘
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
者
に

寄
り
添
う
時
間
を
求
め
る
等
の
遺
族
の
心
情
が
十
分
に
配

慮
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
も
の
と
し
て
お
り
ま
す
。

三
項
目
め
と
し
て
、
政
府
は
、
臓
器
の
摘
出
が
遭
族
に

心
理
的
影
響
を
及
ぼ
し
た
場
合
に
お
い
て
こ
れ
が
緩
和
さ

れ
る
よ
う
、
当
該
遣
族
に
対
す
る
適
切
な
支
援
に
つ
い
て

検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
償
を
泄

ず
る
も
の
と
し
て
お
り
ま
す
。

四
項
目
め
と
し
て
、
政
府
は
、
当
分
の
間
、
新
法
に
よ

る
脳
死
の
判
定
の
状
況
及
び
新
法
に
よ
る
臓
器
の
摘
出
の

状
況
に
関
し
検
証
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
通
族
の
同
意
を

得
た
上
で
公
表
す
る
も
の
と
し
て
お
り
ま
す
。

五
項
目
め
と
い
た
し
ま
し
て
、
新
法
に
よ
る
臓
器
の
移

植
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し

て
、
そ
の
全
般
に
つ
い
て
検
討
が
加
え
ら
れ
る
べ
き
も
の

と
し
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

な
お
「　
一
項
日
め
か
ら
三
項
目
め
ま
で
は
公
布
の
日
か

一 一
す
。
舛
添
厚
生
労
働
大
臣
．

．
　

　

〔国
務
大
臣
舛
派
要

一
日
整
壇
、
拍
手
〕

○
国
務
大
臣
（舛
添
要

一
君
）

参
議
院
議
員
千
葉
景
子
君

外
八
名
提
出
の
子
ど
も
に
係
る
脳
死
及
び
臓
器
の
移
植
に

関
す
る
検
討
等
そ
の
他
適
正
な
移
植
医
療
の
確
保
の
た
め

の
検
討
及
び
検
証
等
に
関
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て

は
、
政
府
と
し
て
は
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
は
差
し
控
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（拍
手
）

〇
議
長
（江
田
五
月
君
）

討
論
の
通
告
が
ご
ざ
い
ま
す
。

順
次
発
一百
を
許
し
ま
す
。
石
井
み
ど
り
君
。

〔石
井
み
ど
り
君
登
壇
、
拍
手
〕

○
石
井
み
と
り
君
　
自
由
民
主
党
の
石
併
み
ど
り
で
ご
ざ

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

本
日
は
、
党
派
を
超
え
て
、
は
器
の
移
植
に
関
す
る
法

律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
、
い
わ
ゆ
る
Ａ
案
の
賛
成

討
論
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
本
で
初
の
脳
死
判
定
を
さ
れ
た
の
が
十
年
前
、

一
九

九
九
年
二
月
二
十
八
日
、
そ
し
て
二
月

一
日
朝
ま
で
に
心

臓
、
肝
臓
、
腎
臓
の
移
植
手
術
が
す
べ
て
終
了
し
ま
し

た
。
こ
の
十
年
間
．
臓
器
移
植
は
八
十

一
件
が
実
施
さ

れ
、
多
く
の
命
が
救
わ
れ
る
と
い
う
実
績
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

今
回
、
本
案
に
お
い
て
は
、
臓
器
移
植
法
に
お
け
る
本

人
の
生
前
の
憲
思
を
尊
重
す
る
理
念
を
生
か
し
つ
つ
、
庶

器
の
提
供
が
認
め
ら
れ
る
要
件
に
つ
い
て
、
新
た
に
、
本

人
の
意
思
が
不
明
の
場
合
に
も
、
年
齢
を
問
わ
ず
家
族
が

当
面
に
よ
り
臓
器
の
提
供
を
承
詰
し
た
場
合
を
加
え
、
睛

外
国
と
同
様
に
腋
器
移
植
が
認
め
ら
れ
る
要
件
を
そ
ろ
え

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
五
月
に
開
か
れ
た
国
際
移
植
学
会
で
は
、
イ
ス
タ

ン
プ
ー
ル
宣
言
と
し
て
、
臓
器
売
買
、
渡
航
移
柑
の
原
則

禁
止
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
宣
言
で
は
、
自
国
民
の
移

植
は
自
国
内
で
行
う
べ
き
と
し
、
移
植
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
防

止
す
べ
く
、
自
国
内
で
の
反
器
提
供
を
推
進
す
る
よ
う
各

国
に
要
請
し
て
い
ま
す
。

現
行
法
で
は
、
本
人
の
薔
面
に
よ
る
意
思
表
示
が
臓
器

移
植
に
必
要
で
あ
る
た
め
、
十
二
年
に
わ
た
り
意
思
表
示

カ
ー
ト
の
普
及
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
，
内
閣
府
の
世
論

調
査
で
示
さ
れ
る
と
お
り
、
提
供
意
思
を
記
入
し
た
カ
ー

ト
を
常
時
所
持
し
て
い
る
と
答
え
た
人
は
放
％
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
庶
器
提
供
を
し
た
い
意
思
が
反
映
さ
れ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

他
方
，

一
日
千
秋
の
思
い
で
艘
器
の
提
供
を
待
た
れ
て

い
る
多
く
の
患
者
さ
ん
が
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
患
者

さ
ん
は
、
臓
器
を
移
植
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
普
通
の
生
活

が
送
れ
る
ほ
ど
の
回
復
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
我
が
国
の
臓
器
移
＝
に
係
る
要
件
に
よ
っ
て
、

諸
外
国
の
よ
う
な
臓
器
の
提
供
を
受
け
る
機
会
が
可
わ

れ
、
命
を
失
う
思
者
さ
ん
が
多
く
存
在
し
て
い
る
の
は
真

に
国
会
に
お
け
る
不
作
為
の
結
果
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。脳

死
の
議
論
の
際
、
小
児
に
は
長
期
脳
死
と
い
う
問
題

が
度
々
指
摘
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
脳
死
状
態
で
あ

っ
て

も
、
性
の
毛
が
伸
び
る
、　
つ
め
が
伸
び
る
、
歯
が
生
え
書

わ
る
、
そ
し
て
成
長
を
続
け
て
い
く
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。テ

レ
ビ
等
で
報
道
さ
れ
て
い
る
小
児
の
長
期
脳
死
事
例

は
、
い
わ
ゆ
る
臨
床
的
脳
死
と
診
断
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ

ず
、
臓
器
移
植
法
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
厳
格
な
法
的
脳
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